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Ａ－０１ 特記仕様書（1）

特記仕様書（4）

Ａ－０６ 付近見取図、配置図

Ａ－０７ 【改修前】1階平面図

Ａ－０８ 【改修後】1階平面図

Ａ－０９ 【改修後】展開図

Ａ－１０ 【改修前・後】建具リスト

Ａ－１１ 【改修後】玄関差し掛け改修図

Ａ－１２ 【参考図】既存　玄関差し掛け詳細図
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【改修後】照明器具姿図

【改修後】電灯コンセント・空調電源・自動火災報知設備図

Ｅ－０１ 電気設備工事　特記仕様書

【改修前】電灯コンセント・空調電源・自動火災報知設備図

Ｍ－０１ 機械設備工事　特記仕様書

Ｍ－０２

Ｍ－０３ 【改修後】機械設備　1階平面図

【改修前】機械設備　1階平面図
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令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事

特　　記　　仕　　様　　書

警備業者（以下「警備業者」という。）の作業員を配置させることとする。（交通誘導員として建設作業員等他職種

の者を従事させないことを原則とする。）ただし、やむを得ず警備業者の作業員の確保が困難等の場合、現場の

安全確保に対処できる者と主任監督員が認めたものについては、この限りではない。 3 継　　　　　　　　手
Ⅰ　工　事　概　要　

交通頻繁な現道上の工事で交通切替又は交通規制が必要な工事、又は交通誘導警備検定合格者を配置する
１．工 事 場 所 （都市計画区域　内・外）

ことが適当と思われる工事については、交通誘導員は警備業者の作業員を配置することとし、原則として交通誘 4 耐久性上不利な箇所
２．敷 地 面 積

導警備検定合格者を１名以上/１班配置することとする。ただし、やむを得ず交通誘導警備検定合格者を配置で などの鉄筋のかぶり
３．構 造･規 模

きない場合、警備員名簿及び教育実施状況等に関する資料等により、交通誘導に関し専門的な知識及び技能 厚さ
４．建 築 面 積

５．延 床 面 積
を有する警備員等と主任監督員が認めたものについてはこの限りではない。

６．主 要 用 途

Ⅱ　建　築　工　事　仕　様                   　    
資　　　格 資　　　格　　　要　　　件

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書（令和7年度版）
１・２級交通誘導警備検定 　交通誘導警備に関して、公安委員会が学科及び実技試練を行って専門的な

　　による。
合格者 知識・技能を有すると認めたもの 1 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ の種類

と    強度

２．特記仕様
交通誘導に関し専門的な知  ・ 警備業法における指定講習を受講したもの

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。
識及び技能を有する警備員  ･ 警備業法における基本的基礎教育及び業務別教育（警備業法第二条第一項

（２）　特記事項は ・ 印のついたものを適用する。
等 　　第二号警備業務）を現にうけているもので、交通誘導に関する警備業務に従事

　　　　・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。
　　した期間（実務経験年数）が１年以上であるもの

　　　　・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。
　　なお、事前に監督員に検定合格証の写し等の資格要件の確認できる資料を提出するものとする。また、警備員

6

・　　18N/㎜ 2

（３）　特記事項に記載の（　）内表示番号は、建築工事共通仕様書の当該項目 又は当該表を示す。
に変更が生じた場合はすみやかに監督員に同様の資料を提出するものとする。

(6.4.5)

章 項　　　　目　　 特　　　　記　　　　事　　　　項

コ

1 1 適 用 基 準 等 　※　建築工事監理指針　　　　　　上下卷　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版） 2 1 監 督 員 事 務 所 　・  設ける （2.3.1） 2 レディーミクストコ 　※　Ⅰ類　　　・　Ⅱ類 （表6.1.1）

　※　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版） 仮      　・  1号　・2号　・3号　・4号　・　　　㎡程度

ン

ンクリートの種類

一 　・　鉄骨設計標準図　　　　　　　   　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和２年版） 　　　　備品等は監督職員の指示を受けて設置すること

　・    鉄骨工事技術指針　    工場製作編    　工事現場施工編　    日本建築学会 設

ク

3 セ メ ン ト の 種 別 　※　普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種　 （6.3.2）

般 　※　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編） 　 ・　高炉セメントB種 （6.16.2）

　※　建設副産物適正処理推進要項　 工 2 工　事　用　水 構内既存の施設　　   ※　利用できる（※ 有償　・ 無償）　 　　　・　利用できない

リ

共 　※　建築材料等評価名簿　　　　建設大臣官房官庁営繕部監修 4 アルカリ総量 　総量　　3kg／m 3 以下 （6.5.4）

事 3 工 事 用 電 力 構内既存の施設　　  ※　利用できる（※ 有償　・ 無償）　 　　　・　利用できない

ー

通 2 電気保安技術者 　・　適用しない　　         　　・　適用する (1.3.3) 5 型枠のせき板 ※　合板  (厚さ１２ｍｍ）　　　　　　　　・合板　（厚さ１５mm） (6.9.3)

3

ト

　 ・　床型枠用鋼製デッキプレート（建設技術評価品または評価名簿）

事 3 技　　能　　士 　共通特記事項による。 (1.5.2) 土

1 埋め戻し及び盛土 　種別　・　A種　※　B種　・　C種　・　D種 (表3.2.1)

 　・　メッシュ型枠（構造関係共通事項による）

工

 　・　断熱材兼用型枠　　２５mm以下かつ熱抵抗値１ｍｈ℃/kcal以上

項 4 建 築 材 料 等 　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。 (1.4.1) 工

2 発 生 土 の 処 理　 　※　構外搬出適正処理　　　　・　構内指示の場所に敷きならし (3.2.5)

 　・　ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート）

　なお、「評価名簿による」と特記されたもの及び特記のないものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　 ・ 　構外指定場所に搬出　　   ・  構内指示の場所に堆積　

事

　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（２９年度版）」によるほか、これらと同等のものと 事

3 騒 音 振 動 の 防 止   低騒音型 低振動型建設機械指定要項に基づき指定された建設  機械を使用する。 

6 マ ス コンクリート 　セメントの種類　　※　高炉セメントＢ種 (6.13.3)

　する。ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。 　スランプ　　　　　　※　１５cm

5-1
室内空気汚染（揮発
性有機化合物）対策

木工事用接着剤 接着剤に含まれている可塑剤は、難揮発性のものとする

4 1 試　験　杭   杭の本数　　　※最初の一本　　　 7 無筋コンクリート (6.14.1～3)木材保存剤 非有機リン系とする

　杭の寸法　　　※　本杭と同じ　　　・　　 種　　　　　　類 所要スランプ 設計基準強度Fc(N/㎜2 ) 適 用 箇 所塗料材料 ホルマリン不検出のもので、水性形のものとする

地 　打込み工法の設計支持力　　　　　　KN／本 ・　普通コンクリート ・15 ・ 18  ※　　18内装工事用接着剤 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、巾木に使用する接着剤
はホルマリン不検出のもので、水性形のものとする。 ・　軽量コンクリート ・15 ・ 18  

業 2 既製コンクリート杭 (4.3.1～5)
内装下地・仕上材・家具
建具等

F☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする

地業 　工法 ※　　基準法に基づく埋込み杭工法　または、認定埋め込み工法 8 高い強度のｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 　設計基準強度（Ｆｃ）　  　・　２７Ｎ/m㎡       ・　３０Ｎ/m㎡       (6.15.1)

工  ・    　　　　　　　　　　　　　　　　 ・  ３３Ｎ/m㎡        ・　３６Ｎ/m㎡  

 スランプ　　　　　　　　 ・　１８cm             ・　　１５cm 　　

事 　杭の種類

6 特別な材料の工法 　建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。 　種類の記号 　 　 9 打放し仕上げの種別 　※　合板せき板を使用する場合 (表6.2.3)

7 発 生 材 の 処 理 (1.1.13) 　品　　　　質 　　・　 種　　　別 適　　　用　　　箇　　　所

　・　再生資源の利用を図るもの 　寸法（ＤmmxＬmm） 　・　A　種 ※　図示による　　・　　　

　　　　・　コンクリート塊　　　・　アスファルトコンクリート塊 　継ぎ手の箇所数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箇所 　・　B　種 ※　図示による　　・　化粧打放し及び塗装仕上面　

　　　　・　建設発生木材　　　　  ・　建設発生土　　 ・　木材 　先端部の形状 　※　開放型　 　・　C　種　 ※　図示による　　・　

　　　　・　廃石膏ボード等は、原則分別再利用処理とする　　

　杭頭の処理　　　　　　　　　 ※　行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　行　う　　　　　　

8 工　事　写　真 　下記のものを監督員に提出する。隠れる部分は 全て写すこと。 (1.2.4)

区　　　分 部　数 3 場所打ちコンクリート 　工法 ・　アースドリル工法 ・　リバース工法 ・　ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法 （4.5.1～4）

着 工 前 カラー　※ サービス版 杭地業 　掘削深さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 8　m　

工 事 中 　断面寸法 1300　㎜

完　成　時 カラー　※キャビネ版 　コンクリートの設計基準強度 ※　２１Ｎ/m㎡ 　　　 ・　 1 鉄 骨 製 作 工 場 　※　昭和５６年建設省告示第１１０３号の規定に基づく認定工場 (7.1.3～4)

　　　　　・ 四切ﾌｫﾄｱｸﾘﾙ

　コンクリートの種別 ・　A種 　　　 ・　B種 （表4.5.1）

7

　　　　（　・　Ｈ　　　　・　Ｍ　　　　・　Ｒ　　　　・　Ｊ　）グレード以上

　施工管理技術者　　　※　適用する(鉄骨製作管理技術者)　　・　適用しない

　注）この他に完成写真内外６面程度（カラーサービス版）を１部 完成検査時に提出する。 4 砂 　利 　地 　業 　厚さ（㎜） ※　60　　 ・100 2 鋼　　　　　　　　 材　 (7.2.1)(表7.2.1)

鉄

9 完成時の提出図書

　　・　完成図は次の原図（作成方法　※　ＣＡＤ（ＣＤ－Ｒ共提出）　　・　A3版　マイラー）を提出する。

(1.7.1)(表1.7.1)

3 高　力　ボ　ル　ト 　※　ﾄ ﾙ ｼ ｱ 形          ・　溶融亜鉛めっき高力ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.2)

　　 　　配置図　平面図　立面図　矩計図　仕上表（メーカー、記号を記入）

5 捨コンクリート地業 　厚さ（㎜） ※   60　　 ・ 50　               　　　※Ｆc18N/㎜2 （4.6.5）

骨

　　・　デジタルカメラで撮影された工事写真（ＣＤーＲ共提出） (1.7.3)

4 アンカーボルトの材質 　材質　　　　　構造用アンカーボルト　　　 ※　ＳＮＲ４００ (7.2.4)

　※　保全に関する資料　　（提出部数　※　１部　　　・　　部）

6 土　間　防　湿　層

　ポリエチレンフィルムなどで厚さ0.15㎜以上 重ね幅縦横及び基礎梁際ののみ込みは250㎜以上

工

及び設置 　　　　　　　　　建方用アンカーボルト　　　 ※ＳＳ４００ (7.10.3)

（4.6.6） 　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法　　　　　※　図示による

10 設備工事との取合い 　施　工　範　囲       　

事

　建方用アンカーボルトの保持及び埋め込み工法 (表7.10.1)

　梁貫通部の補強　　　　　 ※　本工事　　　　　 ・　設備工事 7 接地部分 の 断熱材

　ポリスレンフォーム保温板ｔ=25  Ｂ類3種（スキン層なし）

　　　　・　Ａ種　　　　　　　※　Ｂ種　　　　　　　・　Ｃ種　　　　　　　・　ペースパック

　梁貫通部のスリーブ　　　 ※　設備工事　　　　 ・　本工事 （19.9.2）

　自動開閉装置を取付ける防火戸の切り込み 補強及びドアーチェック、 5 柱底均しモルタルの 　材料　　　　・　モルタル

　フロアヒンジ　　　　　　　 ※　本工事　　　　 ・　設備工事　
8 直　　接　　基　　礎 　基礎検討書による （4.2.1）

材料及び工法 　　　　　　 　※  無収縮モルタル　　　製造所　評価名簿による （７．２．９）（表７．２．６）

　天井埋込型器具の取付箇所の下地軽量鉄骨の切込み及び補強 ※　本工事 ・　設備工事 　工法　　　 ※　Ａ種　　　　・　Ｂ種 （７．１０．３）（表７．１０．２）

　軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地　　　　　　 ※　設備工事　　　　 ・　本工事 1 鉄　              筋　 (表5.2.1)
特　記　仕　様　書　（1）

　埋込形分電盤 消火栓等の仮枠及び補強　 仮枠 ※　設備工事　　　　 ・　本工事 5 規 格 番 号 種　類　の　記　号

補強 ※　本工事 ・　設備工事 ※　JIS ※　SD295A 　Ｄ１０，Ｄ１３、D１６

　照明器具 幹線等の吊ボルト用インサート ※　設備工事　　　　 ・　本工事

鉄

    G 3112 ※　SD345 　D１９以上

　電気室 自家発電室などのピット（蓋含む） ※　本工事 ・　設備 ・
筋

11 総括安全衛生管理義務 　労働安全衛生法第３０条第２項に基づく指名を行う。 2 溶　 接　 金　 網 　寸　　　法　　・　6φＸ150 Ｘ150　　施工箇所　（1,2階便所　段差撤去跡　ｽﾗﾌﾞ復旧範囲）　 （5.2.2）

者の指名

工

12 交通誘導員 　・　配置する（コンクリート打設、他交通整理員が必要な工事及び日時） 　・　配置しない

　・　交通誘導員を配置する場合は、原則として、警備業法（昭和４７年法律第１１７号）第４条による認定を受けた

事

　柱・梁の主筋の継ぎ手　　　　　　　　　　※　ガス圧接継手　　　　　　・　重ね継手 （5.3.4）

耐　久　性　上　不　利　な　箇　所 鉄　筋　の　か　ぶ　り　厚　さ

(5.3.5)

　※　普通コンクリート　                　 （6.1.3～4）

設計基準強度Ｆc 適　　用　　箇　　所

※　　21N/㎜ 2

　継手の工法 　　　　　　　※　ア ー ク 溶 接（半自動溶接）　　　　　　　　　　　　・　　無 溶 接 継 継 手　　　　　　　

　※　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　　　・　Ｃ種

　※　Ｐ　Ｈ　Ｃ　杭

　施工箇所　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　再生クラッシャラン　　※　使用する（適用箇所　※　直接基礎を除きすべて　　　・　全て　　　　　）　　

　構造図　部材リスト参照

 ・ サービス版

　・　引き渡しを要するもの（                                                                   )

原板の大きさ（㎜）

　２４×３６以上

※２４×３６以上

・６０×９０以上

　２４×３６以上

１　部

　　部

　2　部

　1　部

撮影枚数

工程毎

　　枚

全室2面

　1　枚

分　類　規　格

高知県吾川郡いの町6032-3

- m2

ＲＣ造 平屋

各種学校

A-01

特記仕様書（１）

10 施工計画 JASS5に準ずる

※　原図一式を現場と相違なき様訂正してA2二つ折り製本（発注者用2部+設計事務所用1部）提出。

　　・　各施工図（発注者用1部）提出。

　　　　　・ 半紙パネル

　1　部　1　枚

　※　設けない ㎡  

均しコンクリート

・　3.2φＸ100 Ｘ100　　施工箇所　（               ）　

5-2 室内空気中の化学物質
の濃度測定

測定対象室  -  現場決定による

測定方法  -  パッシブ型採取器（測定バッジF及びVの分析機関は、財団法人建築保全センターとする）

測定箇所数  -  

　施工範囲　－　支援員室便所　新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下

　施工範囲　－　土間下

捨て（SL15）

基礎（SL18）

4 防蟻土壌処理   建物廻り1mまでの範囲 
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- m2

301.61 m2（改修対象面積）
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6 溶接部の試験 ※超音波探傷試験（                                                  ） (7.6.11) 4 塗　膜　防　水

(9.5.2～4)(表9.5.1)
1 木　　　　　　　材

種　　別 施　　工　　箇　　所

12

7 錆止め塗料 　鉄面　　　　　　　　　　　　　　※　表１８．３．１のＡ種　 （７．８．１～４）

　亜鉛めっき面　　　　　　　　　　 ※  表１８．３．２のＢ種
　脱気装置（種別 Ｘー１）　　※　設けない　　　　　・　設ける

木

　種類　　主要材料製造所の仕様による　　　　　　　設置数量

8 耐火被覆材の種別、 　種別　　　　　　・　ラス張りモルタル塗り　　　　　　　・　耐火材吹付　　　　　　　・　耐火材張り

（７．９．１～８）

工
2 表 面 仕 上 の 程 度 　・　A種　※　B種　・　C種

性能 　性能

5 シーリング用材料   種類及び施工箇所　

(9.6.2)

事 3 造　　　作　　　材 　単材の樹種

9 溶融亜鉛めっき 　種別　　　　※　表１４．２．２のＡ種（軽量形鋼は、板厚によりＢ種・Ｃ種とする）　　 （１４．２．３） 施　 工　 箇　 所 樹　　　　　種 備　　　　　　　　考

6 シーリングの試験   接着性試験

10 溶融亜鉛めっき高力 　摩擦面の処理　　　　※　リン酸塩処理　　　　　　　・　ブラスト処理 （７．１２．４）

　　　　　※　簡易接着性試験　　　　　・　引張接着性試験

ボルト接合

7 防 水 保 証 期 間   期間は　１０年とし 請負業者 施工業者 製造業者の３社連名の保証とする。

11 床 書 き 原 寸 図 　※　作製する　・　作製しない (7.1.5)

4 構 造 材．下 地 材 施　 工　 箇　 所 樹　　　　　種 備　　　　　　　　考

12 鉄骨の製作精度及び 　※　(社)日本建築学会「鉄骨精度検査基準」による (7.3.2)

建方精度

10 1 石　　　　　　　　　材 (10.2.1)  種　類　　　　　※　天然石　　　　　　　　　　　　・　人工石

5 集　　成　　材　　等

  ・　造作用集成材　単材の種類及び厚さ

(12.2.2)

石

  品　質　　　　　※　１等品　（床以外）　　　　　　※　２等品　　　

施　 工　 箇　 所 樹　　　　　種  形状及び寸法　　　※　図示

工

  石材の種類及び表面仕上げ （表10.2.1～2）

　　　施　　工　　箇　　所 　　　　　　　種　　類　・　産　　地　・　名　　称 　  表 面 仕 上 げ の 種 類

8 1 コンクリートブロック 　　　(8.2.2)(8.3.2)(8.3.7) 事

(表8.3.1)

ブ 適  用  箇  所 断 面 形 状 及 び 圧 縮 強 さ に よ る 区 分

  建築基準法に基づき定められた風速（Ｖo）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分　　

 ・　化粧ばり造作用集成材

ロ ・ 間 仕 切 壁 ・ 地 下 二 重 壁 ・ 外  壁 ・ 塀 　　※　空洞ブロック１６　　 ・空洞ブロック　Ｗー１６

　　　※　図示による　　　　・　適用しない

施　 工　 箇　 所 心材の樹種 化粧薄板の樹種 化粧薄板の厚さ（ ㎜ ）

ッ 　　　･　衛 生 配 管 用 裏 積 み ブ ロ ッ ク 　　 ・　空洞ブロック０８　  　・空洞ブロック１６ 柱 檜  ※　1.0以上　　　

ク 厚さ　　※　図示による

2 取　付　け　金　物 　乾式工法用金物式　　　 ・  スライド方式　　　　・　ロッキング方式 (10.2.2)（表10.2.4）

かも居、なげし、廻り縁 杉           ※　0.6以上 　

・ 天　　　井　　　板 杉           ※　0.2以上 

Ａ 2 Ａ　Ｌ　Ｃ　パ　ネ　ル (8.4.2～5)(表8.4.2～3)

3 そ　の　他　の　材　料 (10.2.3)

敷　　　　　　　居 サ　　ク　　ラ           ※　1.5以上 

Ｌ 　　     厚      さ　　 単位加重（Ｎ/㎡） 　　耐火性能 工　法　種　別

・　石裏面処理材　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

カ　ウ　ン　タ　ー メラミン樹脂化粧版           ※　1.0以上　

Ｃ ・　外　壁　用 　　※　１００ ・　１１７７　　　　・　１９６１　

・　裏打ち処理材　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

パ ・　真仕切用 　　 ・　１００ ６３７

・　ドレンパイプの材質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　・　単板積層材

ネ ・　屋　根　用 　　※　７５ ９８１ 　・　　３０分　 ８．４．６による

・    金物固定充填材料　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　　

施　　工　　箇　　所 表　面　の　品　質 防　　虫　　処　　理

ル ・　床　　　 用  ・１００　・１５０ ・　２３５４　　　　・　３５３０　 　

・ 　　外壁用、屋根用の建築基準法に基づき定められた風速（Ｖo）及び建築基準法に基づき定められた地表面

押 　　粗度区分（建告第１４５４号）

出 　　　　※　図示による　　　　・　適用しない（内壁） 6 防　　ぎ　　処　　理   適用箇所（木部：柱・土台・床組　GL+1.0mまで） (12.2.9)

成 3 押出成形セメント板 (8.5.2～4)(表8.5.1～2) 11 1 伸縮調整目地及び (11.1.3) 　保存木材の性能区分　　※　Ｋ３

形 表　　面　　形　　状 厚さ　（ ㎜ ) 取 付 工 法 の 種 別等 ひび割れ誘発目地   外　壁　　　　　※　図示による　　　　　　　・　表１１．１．１による　　　　　　　・　耐震スリット部

セ ・　外　　壁 ※　フラットパネル ・　５０　　　　・　６０
働き600タイプ  横張り　一般工法

タ 7 防　　虫　　処　　理 　ラワン材（保存処理Ｋ１　　） (12.2.10)

メ  ・　デザインパネル（図示） ・　５０　　　　・　６０ 2 材　　　　　　　　料 　タイルの種類　　　　　※　標準色　　　　 ・  特注色　 (11.2.1)(11.2.3)

ン ・　間仕切壁 ※　フラットパネル ・　５０　　　　・　６０
イ

 　　施　　　　工　　　　箇　　　　所 　形 状 ( ㎜ ） 備　考

ト  ・　デザインパネル（図示） ・　５０　　　　・　６０

板

　外壁用の建築基準法に基づき定められた風速（Ｖo）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分　

工

　　　　※　図示による　　　　・　適用しない

ル 13 1 長 尺 金 属 板 葺 　長尺金属板の種類 (13.2.2～3 )（表13.2.1）

事

　アスベストを使用していない製品とする（ 原料による区分　　  タイプ Ⅱ　（無石綿））

　　　　 ・　塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)　 (ＣＧＣＣＲ－２０－Ｚ２５）　　　

        製造所　　　評価名簿による

屋 　　　　 ・　高耐食フェライト系ステンレス鋼板

　　　 　 ・　塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）　 （ＣＺＡＣＣＲー２０）

工

　　　　役 物 使 用 箇 所　　　　※　各部の形状は図示による

根 　　　 　 ・　塗装溶融亜鉛５5%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

内　　　　　　　　装 　　出隅　　　　天端

　　  　 ・　GL塗装鋼板

外　　　　　　　　装 　　出隅　、　窓台　、　マグサ（標準一体成型品以外は接着成型品とする）　

及 　長尺金属板の厚さ(㎜)

　タイルの試験張り　　　　　　※　行わない　　　　・　行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　一般部　・　0.3　　・　0.35　　※　0.4 　  　谷部　・　0.3　　※　0.4　

9 1 アスファルト防水 (9.2.2～5)(表9.2.1～8) 事

　タイルの見本焼き　　　　　　※　行わない　　　　・　行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

び 　屋根葺き形式　　・　瓦棒葺　　　　・　平葺（段つき）　　・　竪ハゼ葺

種　　別 施　　工　　箇　　所 種　　別 施　　工　　箇　　所

　製造所　　　　　評価名簿による

　建築基準法に基づき定められた風速 （Ｖｏ）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分

防 Ａ Ｉ ー ２

　張付け用既製調合モルタル　　　　　製造所　　　　評価名簿による　

と

Ｂ Ｉ ー ２

　化粧目地用既製調合モルタル　　　　　製造所　　　　評価名簿による　

　屋根葺工法を定める専門工事業者　　　※　監督職員の承諾する業者

水 　屋根保護防水断熱工法の断熱材 い

　　 材質　　※　押出法ポリスチレンフォーム３種 ｂスキン層付（ＪＩＳ　Ａ 9511）

3 陶器質タイル張り 　種　別 (11.3.2～3)（表11.3.2）

2 折　　　板　　　葺 　形式　　 ※重ね形又ははぜ締め形　　　　山形　　　　　　　㎜　　　　山ピッチ　　　88　　　㎜　 (13.3.2)

工      厚さ　　 ※　２５ ㎜

適　用　タ　イ　ル 区　体　表　面 下地モルタル塗り 工　　　　　　　法

工 　耐力　 　※　

　成形伸縮目地材

　・　小口タイル　 　・　Ｍ Ｃ Ｒ 工 法 　※　ポリマーセメント 　※　密着工法

　厚さ　　　※　0.8 ㎜　　　・　　　0.5　　㎜　　

事 　　製造所　　　 評価名簿による　

　・　二丁掛タイル　 　・　目 荒 し 工 法 　　　　　 ﾓﾙﾀﾙ下塗り 　 ・　改良圧着張り

事 　材料　　  ・　塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)　 (ＣＧＣＣＲ－２０－Ｚ２５）　　　　

　防水立ち上がり部の保護　　　　　・　れんが　 　　　　　    ・　ポリ塩化ビニル被覆金属板(Ａ種、SG)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　※　乾式保護材　　　        製造所　　評価名簿による

  Ｍ Ｃ Ｒ 工 法

　　    　 　 ・　塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）　 （ＣＺＡＣＣＲー２０）

  屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

       Ｍ Ｃ Ｒ 工 法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。

　　　     　 ・　塗装溶融亜鉛５5%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

　　 ・　設けない　　　※　設ける　　　　　　　種類　　　・　平場部脱気型　　　・　立上がり部脱気型

       施工箇所の躯体の増打ちは、図示による

　建築基準法に基づき定められた風速 （Ｖｏ）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分　　 設置数

　目 荒 し 工 法

　　　　      ※　図示による

       高圧水洗による目荒しは、５０Ｎ / m㎡ の水圧で ２．５分 / ㎡ 程度とし、仕上がり面の程度は監督員の承諾を

   軒先面戸板　　　・　適用する
2 改質アスファルトシート (9.3.1～3)

　　　 受ける。

防水 種　　別 施　　工　　箇　　所 種　　別 施　　工　　箇　　所

　　　 施工箇所の躯体の増打ちは、図示による。

特　記　仕　様　書　（２）

　　　 ポリマーセメントモルタルの調合は、１５．２．３(b) による。

3 合成高分子系ﾙｰﾌｨング (9.4.2～4)(表9.4.1)

シート防水 種　　別 施　　工　　箇　　所 種　　別 施　　工　　箇　　所

　ＳーＦ１ 、 ＳーＦ２ 、 ＳーＭ１ 、 Ｓ－Ｍ２ の仕上げ塗料　　　　※　カラー　　　・　シルバー　

特記無き限り　MS-2（変成シリコーン系）

A-02

特記仕様書（２）

4-2 ＦＲＰ　防　水   種類及び施工箇所

　脱気筒　　※　設けない　　　　　・　設ける（ｽﾃﾝﾚｽ製　1箇所／70m2）　

　　  　　・　ＧＬ鋼板（屋根用）

備　　　　　　　　考

※  仕上表他図示による。

・　ルーバー ※　フラットパネル ・　５０　　　　・　６０

 ・　デザインパネル（図示） ・　５０　　　　・　６０
スラブ間Uクリップ工法

　・　 同等品以上

玄関　上り框 御影石　W60×H120×L4600 ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｰﾅｰ仕上

玄関　スロープ側板 御影石　W60×H20～120×L1200 本磨き

図示以外は（ 表９ ． ６ ．１ ）による (9.6.5)

サッシ廻り・打継ぎ目地：15×10　　流し廻り他取合部：10×10

　原則として県内産(国産材で県内の製材所で製材された物)の木材を使用するものとし、代用樹種は認めない。

　但し平角の松等これにより難いものは監督員の承認を得て使用できる。

木材の含水率　　※　A種　　・　B種 (表12.2.1)

造作材の品質　　※　A種　　・　B種 (表12.2.2)

玄関　巾木 御影石　W20×H110 本磨き

2階　バルコニー　機械的固定工法

　建具三方枠 桧　上小節
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3 と　い 　材種　 ・　配管用鋼管　※　硬質塩化ビニル管　・　アルミ管（既製品  ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ）　・　ガルバリウム製

(表13.5.1)

  ・　複層仕上塗材 7 建　具　用　金　物   評価名簿によるもの (16.7.1～4)

　交換性樋の防露　　※　行う（表１３．６．５）　　　　　　　　・　行わない　 種　　　　　　類 仕上げの形状 工　　法 上塗材（耐候性　・　耐候型） 　モノロック、　本締り付モノロック、　シリンダー箱錠、　シリンダー本締り錠

　とい受金物　　　　　 ※　市販品　　　　　・　表１３．６．２   ・  複層塗材CE ・　ゆ ず 肌 ﾛ ｰ ﾗ ｰ 　※　水系 　 ・　シリカ系  ※　つやなし 　ドアクローザ（　※　面付形　　　・　コンシールド形　）

　飾り桝   ・  複層塗材Si 　※　水系 　※  エポキシタイル  ※  つやあり 　ヒンジクローザ（　※　ピポット形　　　・　丁番形　）

　ルーフドレイン　　　製造所　　評価名簿による   ・  複層塗材E ・　凸部処理 吹付け 　 ・　ポリウレタン 系 　・ つやなし 　フロアーヒンジ（　※　中心吊り込み　　　・　持出し吊り込み

  ・  複層塗材RE ・　凹凸模様 　・　溶剤系     ・  アクリルシリコン系  ※  つやあり 　マスターキー　　　 ・　製作する（　　　組）　　　  ・  製作しない　　　　・　既存に組込む

4 隠蔽部といの防露巻 (表13.6.5)   ・  複層塗材RS 　 ・　フッ素系 　・　つやなし   鍵箱　　　　　　　　 ・　設ける（　　　個用　　組）　　　・　設けない　

工法部等の処理   ・  防水形複層塗材CE 　・　メタリック

  ・  防水形複層塗材E 　・　弱溶剤系　※  アクリル系  ※  つやあり 8 自動ドア開閉装置   センサーの種類 (16.8.3)(表16.8.3)

  ・  防水形複層塗材RS 　 ・　ポリウレタン 系 　・ つやなし 　　※　光線（近赤外線反射）　　・　マット　　　・　電子（電磁）　　　・　音波　　　・　熱線　　　・　光電

　　 ・  タッチ　　　・　ペダル　　　・　押しボタン (16.6.2)

　・  軽量骨材仕上塗材   取付位置　     ※　天井面　　　・　床面　　　・　壁面　　　・　無目

種  　　　　　類 仕　上　げ　の　形　状 工　　　　　　法   開閉機構の製造所　　　評価名簿による  

　・　吹付用軽量塗材　 　　砂　壁　状 　　吹　付　け

14 1 あと施工アンカー   引抜き耐力の確認試験　　　※　機械的簡易引抜き試験機　　　　・　 (14.1.3) 　・　こて塗用軽量塗材 　　平　た　ん　状 　　こ　て　塗　り 9 自閉式上吊り引戸装置 　開閉方式　　※　手動開き式 (16.9.2～4)(表16.9.1)

　設計用引張強度   製造所　 　 評価名簿による  

金 　

2 アルミニウム及びアルミ (14.2.2)(表14.2.1) 10 重 量 シャッター 　種　類　　　　・　一般　　　　・　外壁用防火　　　　・　屋内用防火　　　　・　屋内用防煙 (16.10.2～5)

属 ニウム合金の表面処理 　種　別 施　　　行　　　箇　　　所 　種　別 施　　　行　　　箇　　　所 　防火又は防煙ｼｬｯﾀｰは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器は別途とする。

　B - 1種

工 　B - 2種 　開閉機能による種類　　　※　上部電動式（手動併用）　　　・　上部手動式   (表16.10.1)

16 1 アルミニウム製建具 (16.1.3)(16.2.2～4)   シャッターケース(防火 防煙以外)　  ※　設ける    　・　設けない

事 3 鉄鋼の亜鉛めっき (14.2.3)(表14.2.2)  性能等級等 ※　A種　 ・　B種 ・　C種   製作所　  評価名簿による

　種　別 施　　　行　　　箇　　　所 　種　別 施　　　行　　　箇　　　所 建 耐風圧性 ※　S-4　 ・　S-5 ・　S-6

Ａ　　種 気密性 ※　A-3　 ・　A-4 11 軽　量　シャッター 　開閉形式　　　　※　上部電動式(手動併用)　　　・　手動式 (16.11.2～5)(表16.11.1)

Ｃ　　種 具 水密性 ※　W-4　   　・　Ｗ-5 ・　W-5

枠見込み(mm) ・  70 100
　危害防止装置　　　　・　障害物感知装置（自動閉鎖型）　　　　・　二段降下方式　

4 金属成型板張り (14.6.2～3) 工 表面処理   外部　　※　B-1種　・　B-2種 (色調　・ブロンズ　 ・ステンカラー　・　ブラック　)
　スラットの材質　　　※　亜鉛アルミ合金めっき鋼板　　　　・　

種　　　別   ※　アルミ スパンドレル (既製品)   内部　　※　Ｃ-1種
　スラットの形状　　　※　インターロッキング型　　　　・　オーバーラッピング型　

製　　　法 　※　押出し形材　・　板曲げ 事 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　      ・ T-1　      ・ T-2         ・ T-3
　シャッターケース　　※　設ける　　　・　設けない

寸 法  (㎜) 　板幅　　　　　　　　　　　板厚   断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級      　・ H-1        ・ H-2      　・ H-3
　ガイドレールの材質　　　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ1.5㎜　(　※　中柱共　　・　　　　　)

形　　　状 　 ・  図示   耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　      　　・ 
　座板（屋外の場合）　　※  ステンレス製既製品　　　・　

表面処理   ･  網戸等
　製作所　　評価名簿による

伸 縮 継 手 　※　設けない            ・ 設ける(場所は図示)       　防虫網の材質　      ※  ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS316)       　・  ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　       ・ 合成樹脂製

　建築基準法に基づき定められた風速 （Ｖｏ）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分       　防鳥網の材質　      ※  ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)  径1.5mm  ピッチ15mm 12 オーバーヘッドドア 　セクション材料による区分 (16.12.2～5)

　　　　 ※　図示による ・　適用しない   製作所　  評価名簿による 　　※　スチールタイプ　　　　・　アルミニウムタイプ　　　　・　ファイバーグラスタイプ

　耐風圧性能　　　　・　

5 アルミニウム製笠木  ※　標準品  ｼﾙﾊﾞｰ  (14.7.2～3)(表14.8.1) 2 鋼　　製　　建　　具 (16.1.3)(16.3.2～4) 　開閉形式による区分　　　※　バランス式　　　　・　チェーン式　　　　・　電動式

　    　 部材の種類  　・　225形　　・　200形+水切材（ABC商会DK-302標準ｼﾙﾊﾞｰ）    ・300形 　　・400形 　防音ドアセット、防音サッシの断熱性の等級　      ・ T-1　      ・ T-2         ・ T-3 　収納形式による区分

　　　   表面処理　　　※　A -１種又はB -１種　　　　・　ﾌｯｿ樹脂焼付塗装  　　   断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級      　・ H-1        ・ H-2      　・ H-3 　　・　スタンダード形　　　　・　ローヘッド形　　　　・　ハイリフト形　　　　・　バーチカル形

　　　   隅角部及び突当り部等の役物　　　　　笠木製造所の仕様による。　　   耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　      　　・ 　危害防止装置　　　　・　障害物感知装置（自動閉鎖型）　　　　・　二段降下方式　

  ・　曲げ材　　　　   製作所　  評価名簿による 　ガイドレールの材質　　　※　溶融亜鉛めっき鋼板　　　　・　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ2.0㎜　

　　    材  質　　        JIS　H　４０００　による   防火戸　　煙感知器連動とする。　　防火戸の解錠機構は別途とする。 　製作所　　評価名簿による

　　　  表面処理　　　※　A -１種又はB -１種　　　　　　 　　　　 　　　扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う。

　 厚さ(㎜)　　　　・　２．０　　　　　　　形状は図示による

　 建築基準法に基づき定められた風速 （Ｖｏ）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分 3 標　　　準　　　型 (16.3.6) 13 ガ　ラ　ス　材　料   共通仕様書の規定による材料又は評価名簿による材料 (16.13.2)

　　　   ※　図示による       鋼　　製　　建　　具   建具用金物　　１６．３．６（２）による。 　 建築基準法に基づき定められた風速 （Ｖｏ）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分

  製作所　  評価名簿による ※　図示による       

6 手　　　　す　　　　り   材料の種別　　　　※　配管用鋼管　　　　　・　図示による　 (14.8.2) 　　

　亜鉛めっき　　　　　・　行う　（　※　Ｃ種　　　・　　　　　　　　）　　　　・　行わない　 4 鋼　製　軽　量　建　具 (16.4.2～5)(表16.4.1)

  戸の鋼板 14 ガ ラ ス の 留 め 材 (16.13.2)(表9.6.1)

7 タ　　ラ　　ッ　　プ ピット内点検用アングル型昇降タラップ　 スチール製亜鉛メッキ処理品 W700・H2200(8段)  - 13箇所

※床下点検口開口位置に取付

(14.8.3) 　　 ※   表面処理亜鉛めっき鋼板 建 具 の 種 類 材　　　　　　　　　　　種

　　　・　　ビニル被覆鋼板 鋼　　　　　  　製 　※　シーリング材

8 サッシ取合い間仕切り 　※　アルミニウム製　（表面処理はアルミニウム製建具に合わす）      ・   木製 　　　・　　カラー鋼板 アルミニウム 製 　※　シーリング材（ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ）　・　ガスケット（住宅用ｻｯｼ）　板

   ・  鋼板製　（ 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　　　　亜鉛の付着量Ｚ１２又ははＦ１２　） ステンレス 製 　※　シーリング材

区　　　　　　　　分 材　　　　　　　　　　質 木　　　　　　　製 　※　シーリング材 　

　召合わせ 縦小口の包板  　・　鋼板　　　　※　ステンレス　　　　　・　アルミニウム 　　防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による。

　扉　の　表　面　材、押縁 　※　鋼板　　    ・　ビニル被覆鋼板

　枠　　　　　　類 　※　鋼板（くつずりはステンレス）　　　・　製作所仕様 15 ガラス溝の寸法、形状等 (16.13.3)(表16.13.1)

15 1 材　　　　　　　　料   既製目地材　　　製造所 (15.2.2) 　製作所　　　評価名簿による

  吸水調整材　　　製造所　　　評価名簿による 16 ガラスブロック積み   製造所　　Ｊ Ｉ Ｓ  Ａ ５２１２によるもの又は評価名簿によるもの。　 (16.13.5)

左 5 標　　　準　　　型 (16.4.6)

2 セルフレベリング材塗り (15.4.2 ～3)(表15.4.1) 鋼 製 軽 量 建 具   建具用金物　　１６．３．６（３）による。 17 付  属  電  気  設  備

官 種　　　　　類 厚さ（ ㎜ ） 施　　　　　行　　　　　箇　　　　　所   戸の鋼板

※　セメント系 ※　１０ 　　 ※   表面処理亜鉛めっき鋼板

工  ・　せっこう系  ・　１０ 　　　・　　ビニル被覆鋼板

　　　・　　カラー鋼板

事 3 仕上塗材仕上げ (15.5.2)(表15.5.1～2)   製作所　  評価名簿による

種　　　　　類 仕上げの形状 工　　　　　　　　　　　　法 6 ステンレス 製 建 具 (16.5.4～5)

　・　外装薄塗材Ｅ 　・　砂壁状 　・　吹付け 　防音ドアセット、防音サッシの断熱性の等級　      ・ T-1　      ・ T-2         ・ T-3

　・　着色骨材砂壁状   断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級      　・ H-1        ・ H-2      　・ H-3
特　記　仕　様　書　（３）

　   耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　      　　・ 

  表面仕上げ　　　※　ＨＬ仕上げ

　・  厚付け仕上塗材 　曲げ加工　　　　 ※　普通曲げ　　　　　・　角出し曲げ

種　　　　　類 仕上げの形状 工　　　　　　法 上　塗　材   製作所　  評価名簿による

　・　外装厚塗材Ｅ スタッコ状 　・　吹放し 　・　吹付け 　・　行う

　・　凸部処理 　・　行わない

　

A-03

特記仕様書（３）

B　　種

・　ゆ ず 肌　グラスウールｔ=20+アルミガラスクロス仕上保温材巻き

  ・　アルミパネル （板厚2.0）

建具リスト参照

自動扉の施工範囲は下記による。

　　自動扉の電源ｽｲｯﾁ以降の配線工事(配管及び位置ﾎﾞｯｸｽは別途工事とする)。

　　三相電動機0.4kW以上の場合は 機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び

　進相用ｺﾝﾃﾞﾝｻｰを設置。

・  100

　危害防止装置　　　　・　障害物感知装置（自動閉鎖型）　　　　・　二段降下方式　

※　図示による

事務所棟　　風除室 内・外壁：ﾌｯｿ樹脂焼付塗装仕上

※　屋外使用部すべて（但し屋外階段 柱面及びｻｻﾗ桁外側のみフッ素樹脂塗装とする）
※　建具リスト参照

※　図示による

18 飛散防止フィルム貼   　・　図示

※　建具リスト参照

※　建具リスト参照

※　建具リスト参照

※　建具リスト参照

※　建具リスト参照
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　・　庁舎文字　　　  ※　共通詳細図による

　　　　　　　　　　　　 ※　図示による

　・  ピクトグラフ　　※　標準案内用図記号ガイドライン（交通エコロジー・モビリティ財団）による

　・　室名札 　　　　 ※  図示による
(19.5.2～7)複合フローリング張り5

特　記　仕　様　書　（４）

(20.2.10)　・　案内板        ・　庁舎案内板　（　※　標準詳細図による　　　　　・　図示による）8

防 塵 塗 料 塗 り4

　　　　(4)  施工範囲等の確認

　　　　(3)  アスベスト成形板使用数量の確認

(20.2.9)

鏡（クリアミラー）7

　　　　　　　　　　　　　　　　  ・　樹脂モルタル仕上げ　　　　・　防滑仕上げ

　　　　(2)  アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　　　　 仕上げの種類 　　　・　薄膜流し展べ仕上げ　　　　・　厚膜流し展べ仕上げ　　　　　

　　　　　　　図面に記載されている使用範囲のみならず、広く確認を行う

・　ホワイトボード トレイ付 1800×1100 行事予定   　　　　　（　　　）

　　　　　　　　　　　　　    900×1100 行事予定　　　　　　（　　　）

(表19.4.4～7)

　・　エポキシ樹脂塗り床材（　住友ｸﾞﾘｯﾌﾟｺｰﾄ　Ｇ-10同等品以上　）

　　　　(1)  アスベスト成形板使用部位の確認

(20.2.8)　 ・　黒板　　　※　焼付け　　　　　　　色彩　　※　緑黒板及びホワイトボード6         仕上げの種類　　　 ※　平滑仕上げ　　　　・　防滑仕上げ　　　　・　つや消し仕上げ

　　 調査結果は、図面により記録 し、監督職員に提出する。

(表19.4.3)  ・　弾性ウレタン塗り床材

　　 アスベスト成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の次項について行う。

  形式  　※　ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ又は合成ｺﾞﾑﾀｲﾔ入り　　・ステンレス製      　幅（ ㎜ ）    　※　約３５(19.4.3)

（合 成 樹 脂 塗 床）

3

　施工調査

  フラットエンド      ・ 有 ( ※  ﾀｲﾔ同材　  ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼 )         ・ 無

　 　 　

(20.2.6)  材種　　ステンレス製　(　・ 埋込み工法　　　 ※  接着工法 )      　階 段 滑 り 止 め5

  製造所

　　　・　その他
　(ＪＩＳＬ1904 23℃25％ＲＨ)

　　　・　石綿セメント珪酸カルシウム板・のり付加工品敷
　・　１０

9
以下　  

・カットパイル・　Ｂ種

　　　・　石綿スレート　の処理等※全面接着　※　適用しない　※　8.0㎜５００角※ループパイル※　Ａ種

  処理を行うアスベスト成形板の仕様27工    　　法電気抵抗（Ω）総厚さ寸法 (㎜）パイル形状種　　別

(20.2.5)ト　イ　レ　ブ　ー　ス4-1

(19.3.3～4)(表19.3.2)

タイルカーペット敷き2

  製造所　  評価名簿による

　共通仕様書の規定による材料又は評価名簿による材料

　遮音性

　ビニル幅木　　高さ(mm)　　　※　60　　　・　75　　　・　100

　パネル圧接装置の操作方法　　　・　製造所の仕様による　　　　・　図示による

22

  パネル厚さ(mm) 　50  程度

厚さ (㎜）

  仕上げ　 メラミン樹脂又はアクリル樹脂塗装焼付け塗装 ( ※ 常備色　    ・ 指定色 )

　 ・　ゴム床タ イル
　寸　　法 　　※　３００ x ３００　　・　１５０×１５０

　

　材　　種　　　・　屋内　

　　　　　　　　・　屋外

視覚障害者用誘導ﾀｲﾙ21

(20.2.4)　パネルの操作方法による種類　　　　・　製造所の仕様による　　　　　・　図示による　　移　動　間　仕　切　り3

　  

　　※　４００　x ４００  ※  ２．０　 ・　　　　　　〃　（合成ゴム製）　

  製造所　  ＪＩＳ　Ａ６５１２によるもの又は評価名簿による

　　※　３００　x ３００　※　２．０　 ・　視覚障害者用床材 （塩ビ 製）

　遮音性

寸　　　　　　　　　法（ ㎜ ）厚さ (㎜）種　　　　　　　　　類
　※　見切り縁兼用タイプ      ・   廻り縁兼用タイプ      ・  壁面後付けタイプ　　　色：ホワイトピクチャーレール20

  パネル厚さ(mm) 　　  程度

   ・　特殊機能床材（帯電防止以外）

  仕上げ　 メラミン樹脂又はアクリル樹脂塗装焼付け塗装 ( ※ 常備色　    ・ 指定色 )

  材　　種　　※　アルミニウム既製品　　　　・　ビニル既製品（コ型）天 井 見 切 り 縁19

　表面材質及び厚さ ※亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=0.5 

　ＣＴＳ　 ・　帯電防止床タ イル

  構造形式による種類　  ※スタッドﾞ式( ・ スタッド露出　  ・ スタ ッド内蔵 )   　・スタッドパネル式
事

 ※　体積抵抗値（Ω）　　・　1.4X10

8

以上

　※　２．０Ｎ Ｃ　 ・　帯電防止床シート

(20.2.3)  Ｊ Ｉ Ｓ A 6512によるほか、下記による。　 可　動　間　仕　切　り2
工

性能　ＪＩＳ Ｋ 6911(準拠) 20℃　40%ＲＨ　厚さ (㎜）記　　号種　　　　　　　　　類

手 す り18

の

   ・　特殊機能床材（帯電防止）

　製造所　　評価名簿による
他事

　　朝日ﾌｪﾝｽ ARﾌｪﾝｽ 同等品以上フ　　ェ　　ン　　ス17

     ※  メーカー仕様　　　　・　図示　ボーダー部及びスロープ
の

　　　・　帯電防止ビニル床タイル　　　・　帯電防止ビニル床タイル
そ

　床表面仕上げ材の材質
び工

　床　 　　　 材　種　　厨房はSUS製、その他アルミ製　　 寸法(㎜)　　※　４５０ x ４５０　 ・６００ x ６００

　 　 　　 　 　　構　成　材

及

形　式　　・　額縁タイプ　　　　・　目地タイプ　

　 　 　　 　 　　高さ　( ㎜ ）　

ト

　天　井　　　材　種　　アルミニウム製 　　寸法(㎜)　　・　４５０ x ４５０　・　６００ x ６００点　　　検　　　口16

  耐荷重性能

ッ

装
　耐 震 性 能

ニ

 ・  JIS S １０４０による　　　鋼製物品棚　

　　　・　パネル構法　　・　溝構法　　　・　パネル構法　　　・　溝構法　構　　　　　法

ユ

  ※   熱溶接  ※  ２．５

※　JIS S １０３９による　     ・　法務省型 鋼製書架　　鋼製書架及び物品棚15

施　行　箇　所

　 ・　突付け　 ・　２．０　※　無地　※　ＮＣ　※　発泡層のないもの　　

イル内
(20.2.2)

フリーアクセスフロア
(OAフロア)

1
20

工　　　　　　　法厚さ (㎜）色　　柄記　　号　　種　　　　　　　　　類

床タイル及びゴム床タ

くつふきマット14

(19.2.2～3)

ビニル床シート、ビニル119

　※　ＳＵＳ製 (受枠共)  ローレットタイプ　1500×600（1カ所）玄 関 マ ッ ト13

事

工

(19.9.3)メラミン化粧板10

装 付属金物形状材料による区分

　カーテンレール及び付属金物

塗

(18.1.3)防火材料　　　屋内の壁及び天井の塗装仕上げは建築基準法に基づき指定又は認定を受けたもの 材　          料118 　・　電動　※　手動　・　引分け　・　片引き

操　作　方　式開　閉　形　式きれ地の品質等（製造所）施行箇所　　カーテンレール   製造所

(20.2.14)カーテン及び12                          ・　ＰＣカーテンウォール

(19.9.2)　断熱材の種類断熱材9

                                              ・　ステンレス製     （　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　鋼　　　　 製　（                         　　　　　　　　　　）事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　アルミニウム製　（　・　Ｂー１種　　・　　　 　　　　）工

(20.2.13)ロールスクリーン11　　　　　　　　　　　　　　　　　　金属材料の種類ル 防 火 性 能 の 級 別品      　質  (製造所)

　　　　種　類　　　　　・　メタルカーテンウォール-

　 　・ ８０       ・　１００　※ ２５　　　　　　　 ・ ３５　スラットの幅(㎜)

(19.8.2)建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの壁　 紙　 張　 り8

  その他の性能　　　図示によるォ

    ※　ｺｰﾄﾞ方式　　※ ギヤー式　・ コード式（ポール式）ブラインドの種類（㎡h℃／ kcal）　・　断熱性   　・　Ｗー４　　　　　・　Ｗ－５　・　水密性ウ

 ・ アルミスラット　　　・ クロススラット　アルミニウム合金　スラットの材種
ボード及び合板張り

　　・　Ｔ－３　　　・　Ｔ－４　　　　 ※　０．５　 　　　　・　設計用鉛直震度ン

 ・ 縦形ブラインド（防炎性能を有するもの）・ 横形ブラインド形　　　　　式
(19.7.2)天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの石膏ボード、その他7

　　・　Ｔ－１　　　・　Ｔ－２　　　
　・遮音性

　 ※  １．０　　 　　　・　設計用水平震度テ

(20.2.12)ブ　ラ　イ　ン　ド10（℃）　・耐温度差性　　・　１/２００　　　・　層間変異追従性能

-

畳床の防虫処理は防虫加工紙を使用してもよい。時間　・　耐火性　耐　震　性カ

  製造所　  評価名簿による畳表は高知県土佐畳表検査協会の合格品を使用のこと。(3種表の2等以上)　　・　Ａ－３　　　・　Ａ－４　・　気密性 ・　Ｓー４　・　Ｓー５　・　Ｓー６　 ※　耐風圧性

(20.2.11)  最高使用温度　　　※　４００℃　　　　・　６００℃煙突ライニング9Ｄ種の場合の畳床記号　　　・　ＫＴーⅠ　　　　・ＫＴーⅡ　　　　・　ＫＴーⅢ　　(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)カーテンウォール117

(19.6.2)　種別　　　・　Ａ種　　　　・　Ｂ種　　　　・　Ｃ種　　　　※　Ｄ種　畳　　　敷　　　き6

     ※　３０００ Ｎ　　 ・  ５０００ Ｎ　

　　　・　１．０ Ｇ　　　 ・　０．６ Ｇ　 　　　・　１．０ Ｇ　　　 ・　０．６ Ｇ　

   ・　３０００ Ｎ　　　 ・  ５０００ Ｎ　

 ※ タイルカーペット（※ Ａ種　・ Ｂ種）  ※ タイルカーペット（※ Ａ種　・ Ｂ種）

表　　　　　　　　　示

　・　施設銘板

　・  視覚障害者用案内板　（　※　共通詳細図による　　　　・　図示による）

手動スクリーン

アスベスト成形板 

　

A-04

特記仕様書（４）

鍵付き（600×600のみ）

軒天用ケイカル板

2-ASE      -　アクリルシリコン樹脂塗料

VP　　     -　塩化ビニル樹脂エナメル

NAD　　   -　アクリル樹脂系非水分散形塗料

2-UE 　    -　2液形ポリウレタンエナメル塗料

DP　        -　耐候性塗料：屋外鉄鋼亜鉛メッキ面は1級・ﾌｯ素樹脂塗料、屋内鉄鋼面は3級・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料

EP　      　-　合成樹脂エマルションペイント（つや有り）

CL　      　-　クリヤーラッカー

OC 　       -　オスモノーマルクリヤー　※外部木面は、ウッドステインプロテクター

UC        　-　ウレタン樹

※　室内に使用する塗料は全て、ホルムアルデヒド等級区分　F☆☆☆☆とし
　　クロルピリホス・トルエン・キシレンを配合無きものとする。

寸　　　　　　　　　法（ ㎜ ）

１０ １０００×１０００

種　　　　　　　　　類

９

※　建具表参照

 撥    水    材2 フジワラ科学㈱　　キャップス　ローラー仕上

23 消火器BOX

24 郵便ポスト

25 ブックポスト

26

移動フック      1ケ/m         安全荷重     8kg以上

アイカ工業　アイカセラール ｔ=3  同等品

　 ・　ｔ=4.0   ラバー付   一般品パンチカーペット敷き

　 ・　杉　t=12　塗装品　WOODONE　高知県産材使用品同等品

11

・ 相談室　間仕切り壁断熱材(防音)：ﾛｯｸｳｰﾙ t=55防湿ﾌｨﾙﾑ貼品（JFEﾛｯｸﾌｧｲﾊﾞｰ　ﾛｸｾﾗﾑ ﾏｯﾄ同等品）

　　　　　　　　　　　　 ※　図示による

※　施工場所及び仕様は、リスト参照

パ ー テ ー シ ョ ン4-2

・　家具リスト参照

施行箇所

※　建具表参照

　・　無機質系コンクリート表面強化材（　住友ゴム ｸﾞﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞA同等品以上　）

         仕上げの種類　　　 ※　平滑仕上げ　　　　・　防滑仕上げ　　　　・　つや消し仕上げ

　・　床排水部耐熱塗料：厨房回転窯下　水性硬質ウレタン系t=6　ABC商会タフクリートMH工法同等品以上

         仕上げの種類　　　 ※　平滑仕上げ　　　　・　防滑仕上げ　　　　・　つや消し仕上げ

　※

※　施工場所及び仕様は、リスト参照

　20個用既製品　スチール焼付塗装品キーボックス

　※　ACE ﾃﾞｭﾌﾟﾛﾏｯﾄ522/Gb同等品以上　ｱﾙﾐ・ｺﾞﾑ製  SUS受枠共

仕上りH=50

表面材質及び厚さ

ﾊﾟﾙﾌﾟ繊維混入ｾﾒﾝﾄ板t=12

※　施工場所及び仕様は、リスト参照

・ タイルカーペット(t=6.5)Ａは、東リ GA-100同等品以上

・ タイルカーペット(t=6.8)Ｂは、東リ GA-100W同等品以上

※　建具リスト参照

1階　事務室

樹脂製

三洋工業　ﾏｼﾞｯｸﾌﾛｱ　3000N同等品以上

※既存床面にｸｯｼｮﾝｼｰﾄ敷のうえ、設置のこと。

・　ﾅｶ工業 ﾊｲｽﾃｯﾌﾟUDP-50S同等品（ｽﾄﾗｲﾌﾟ Pﾀｲﾙ用　ｱﾙﾐ金台表面ｺﾞﾑ製）

ビニルクロス 東リ　POWER1000同等品以上

・ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0貼は、東リ ﾌﾛｱﾘｭｳﾑｿｲﾙﾄﾞ同等品以上
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6 ブ ロ ッ ク 系 舗 装 　舗装の構成　　　※　標準詳細図による　　　　・　図示による (22.8.2～5)

  ※　インターロッキングブロック (表22.8.1)

       材　質　（　※　コンクリート　　　・　　　　　）　種　類（　※　普通　　　・透水性　　　・　植生用）

　　　 形　状　（　・　長方形　　　・　正方形　　　・　六角形）　　　厚　さ（　・　６０　　　・　８０　）　　

　　　表面加工　　　・　ショット仕上

　　　クッション材　　　※　砂　　　　・　空練りモルタル

　　　製造所

7 区　　　画　　　線   路面標示用塗料　　　・　１種　　　　・２種　　　　※　３種１号　 (22.11.1)(表22.11.1)

　　　色　　※　白　　　　　　塗布幅　　※　100　　　　　　塗布厚さ　　※　１．０　　　

21 1 排　　　水　　　管 遠心力鉄筋コンクリート管 (21.2.1)(21.3.3)

種    類      ※　外圧管 Ｂ形 １種
排

継  　手      ※　ゴム接合　　　　　　 ・　モルタル接合

23 1 植 栽 地 の 確 認   土壌の酸度及び塩分量の試験　　※　行わない　　　　・　行う (23.1.3)

硬質塩化ビニル管　　　　・　ＶＰ　　　　　・　ＶＵ水

植 2 植　　栽　　基　　盤 　整備工法 (23.2.2～4)(表23.2.2)

2 側 溝 、 排 水 桝 等 ※　 外構図参照 (21.2.2)(21.3.3)

　　    樹木　　　　　  　　・   行う　（　※Ａ種　　　　・　Ｃ種　　　　・　Ｄ種　）　　 ※  行わない

工

型    式      ※  水封型　　　　・　簡易密閉型　　　　・　密閉型  

栽 　 　   芝及び地被類　　※　行う　（　※Ｂ種　　　　・　Ｃ種　　　　・　Ｄ種　）　　　・　行わない

適用荷重    （ 安全荷重( ｋ Ｎ) ）

　植込み用土

事

屋内用　　　※　Ｔー２ 用 ( ５ )　

工 　　　　※　現場発生の良質土　　　　・　客土

屋外用　　　 ・  Ｔー２ 用（ ５ ）　　　　※　Ｔー６ 用 （ １５ ）　　　　・　Ｔー２０ 用 （ ５０ ）

　土壌改良材

製造所　　評価名簿による

事

・　グレーチング

　　　　・　バーク堆肥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・　発酵下水汚泥コンポスト

耐荷重は図示による

製造所　　　評価名簿による

3 支　　　　柱　　　　材   ※　丸太（杉の焼丸太）　　　　・　竹（生垣） (23.3.2)

3 そ  の  他  の  材  料 埋め戻しに用いる材料

(21.2.3)

　  種　　別 （表 ３． ２． １ による）　

4 新設樹木 の枯補償 　枯補償の期間 (23.3.4)

　　　　　　・　Ａ 種　　　　※　Ｂ 種　　　　・　Ｃ 種　　　　・　Ｄ 種

　　　　※　１年　　　　　　・　　年

22 1 路　　　　　　　床 　路床の構成　　　※　標準詳細図による　　　　・　図示による (22.2.2～5)

  盛土材料の種別　（表３．２．１による）

舗 　　　　　　・　Ａ 種　　　　※　Ｂ 種　　　　・　Ｃ 種　　　　・　Ｄ 種

　支持力比 （ ＣＢＲ ） 試験

装 　　　　　 ※　行わない　　　　・　行う （　※  乱した土　　　　・　乱さない土 ）

　締固め度の試験

工 　　　　　 ※　行わない　　　　・　行う 

　砂の粒度試験

事 　　　　　 ※　行わない　　　　・　行う 

2 路　　　　　　　盤 　路盤の構成　　　※　標準詳細図による　　　　・　図示による (22.3.2～5)

　締固め度の試験

　　　　　 ※　行わない　　　　・　行う 

3 アスファルト舗装 　舗装の構成　　　※　標準詳細図による　　　　・　図示による (22.4.2～6)

　※　アスファルト舗装

       加熱アスファルト混合物の種類

　　　　　※　表層　　　　・　密粒度アスファルト混合物（１３）　　・　密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）　

　　　　　 ・　基層　　　　・　粗粒度アスファルト混合物（２０）　

　・　カラー舗装（ベンガラ）

　　　種　　類　　※　表層に着色した加熱アスファルト混合物　　

                     ・　表層の上に着色舗装又は樹脂系混合物

　　　　　 　　　　　・　表層の上に常温塗布式舗装又はニート工法による樹脂系舗装

　　　カラー舗装に添加する着色骨材

　　　　　・　有色骨材（材質　＜　　　　　　　　　＞　）　　　　・　着色骨材（材質　＜　　　　　　　　＞　）

　　　シールコート　　　・　行う　　　　※　行わない　　　

　アスファルト混合物の抽出試験　　　※　行わない　　　　・　行う

4 コンクリート舗装 　舗装の構成　　　※　標準詳細図による　　　　・　図示による (22.5.2～6)

  溶接金網　　　※　使用する　　　　・　使用しない

　コンクリート版の厚さの試験　　　※　行わない　　　　・　行う

特　記　仕　様　書　（５）

5

　　　　・　適用する（施行箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A-05

特記仕様書（５）

・　コンクリート製蓋

8 縁　　　石   図示

24

そ

の

他

材　　質　　　※　鋼製（外部）　・　ステンレス製（内部）トイレ床排水側溝蓋付

※

記
載
無
き
項
は

機
械
設
備
特
記
仕
様
参
照

9 防草ｼｰﾄ+砕石敷   図示

表層t=100　路盤（30）t=100　8mm以下　ニガリ1.2kg/㎡　不陸調整共真砂土舗装
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付近見取図
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A - 07

【改修前】1階平面図

改修前
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1階平面図　S=1：60

プレイルーム

教室 教室（中） 教室（小） 教育相談室

事務室

男子便所女子便所

○

○○
　：撤去建具を示す

1
TB

撤去

改修

1
AD

床：畳のみ撤去

框：桧70×105撤去
2100

床：直張りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12撤去

2900

9
0
0

2
0
4
0

1100床：直張りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12撤去

1
WD

撤去

※特記無き範囲は既存のままとする

CH2630

CH2430
廊下

CH2650

CH2580 CH2650 CH2650 CH2650

CH2430 CH2430

CH2430 CH2430

CH2650

壁
：

ビ
ニ

ル
ク

ロ
ス
剥

し
撤
去

床：畳撤去
（下地合板t=15共）

CH2430

※改修工事設計に先立ち、工事作業に係る材料（下図参照）について

　石綿含有の有無について検査を行った結果、石綿の含有は無し。

石綿含有調査：検体①

外壁　塗装材(吹付タイル)

石綿含有調査：検体③

内壁　塗装材(ＥＰ塗)

石綿含有調査：検体②

天井　建材(化粧石膏ボード)
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令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事

A - 08

【改修後】1階平面図

改修後

Ａ

展開
記号

Ｂ

Ｃ

Ｄ

5700 3200 5750 5750

2950 2800

57505750
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5
2
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1
2
5

2
1
0
0
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7
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5
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2
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5

2115

4
5
9
0

有効1100

3
0
0
0

3
0
0
0

9
0
0

2
1
0
0

5750

2115

4
5
9
0

1階平面図　S=1：60

教室

教室（中） 教室（小） 教育相談室

事務室

男子便所女子便所

○

○○
　：新設、更新、改修建具を示す

SUS床見切り

SUS床見切り

相談室

2
TB

1
TB

2
WD

新設

新設

間仕切り壁新設：
LGS65 + PBt=12.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
 + ﾋﾞﾆﾙ巾木H100新設

更新
差し掛け改修
※詳細図参照

1
AD

更新

新設間仕切り壁(教室側)：
PBt=12.5+9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

床：畳t55張替え

SUS FB5×12
床見切り

床：耐水合板t=9 + ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.0貼り

床：耐水合板t=9 + ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.0貼り

1
WD

更新

※特記無き範囲は既存のままとする

3
WD

新設

1
AW

改修

CH2430
廊下

CH2650

CH2580
CH2650

CH2650 CH2650 CH2650

CH2430 CH2430

CH2430 CH2430

CH2650

2
AW

改修

天井：既存化粧石膏ボードの上に
　　　遮音シート + 岩綿吸音板t=9張
　　　(塩ビコ型廻り縁共)

床：下地調整の上
　　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.0貼り

壁Ａ

壁
Ａ

壁Ｃ

壁
Ｂ

壁Ｃ
壁

Ｂ

壁Ｂ

既存サッシ取合い枠：
桧(上小節)40×135・40×60　OC塗

相談室
CH2650

新設 相談室天井伏図　S=1：60

面台H=900新設：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑD20×200　L=1800
LGS65×2列　PBt=12.5 + ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3
 + ﾋﾞﾆﾙ巾木H100新設

CH2430

プレイルーム

CH2630

【新設相談室廻り　壁改修　凡例】

壁Ａ：間仕切り壁新設
　　　LGS65 + PBt=12.5+9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 + ﾋﾞﾆﾙ巾木H100新設
　　　(遮音ｼｰﾄt=2.8張 ﾛｯｸｳｰﾙt=55防湿ﾌｨﾙﾑ貼品充填)

壁Ｂ：既存ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ剥し面
　　　下地調整の上、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り + ﾋﾞﾆﾙ巾木H100新設

壁Ｃ：既存ﾓﾙﾀﾙ面
　　　下地調整(RB種)の上、EP塗

2
0
4
0

1100

2900

9
0
0

■遮音シートt=2.8：大建工業　遮音シート455H同等品

■面台ポストフォーム：アイカ工業　ＵＹＡ同等品

■ビニル床シートt=2.0：東リ　ﾌﾛｱﾘｭｳﾑｿｲﾙﾄﾞ同等品

■メラミン化粧板t=3.0：アイカ工業　セラール同等品

■畳t=55：Ｄ種
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令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事
A - 09

【改修後】展開図

改修後
1/60

FL

プレイルーム
新設間仕切壁
展開図　1：60 Ａ面 Ｂ面

プレイルーム側 プレイルーム側

Ｃ面

廊下側

Ｄ面

廊下側

FL

プレイルーム
新設面台

展開図　1：60 Ｂ面 Ｃ面

FL

相談室
新設間仕切壁
展開図　1：60 Ａ面

相談室側

Ｂ面

相談室側

Ｃ面

相談室側

Ｄ面

相談室側

FL

Ｂ面

教室側

Ｂ面

教室側

Ｃ面

教室側

3200

2
4
3
0

2
0
0
0

6
3
0

2100

2
6
3
0

2
4
3
0

3200

2
0
0
0

4
3
0

2100

2
6
3
0

9
0
0

1800

2
6
5
0

2115

2
0
0
0

6
5
0

4715 2115
9
0
0

1
0
0

9
3
0

6
8
0

4
0

4715

2
6
5
0

935 4715

7
0

2
5
8
0

2115

2
0
0
0

6
5
0

LGS65 + PBt=12.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆﾙ巾木H100 ﾋﾞﾆﾙ巾木H100

LGS65 + PBt=12.5
 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

LGS65 + PBt=12.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆﾙ巾木H100

LGS65 + PBt=12.5
 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆﾙ巾木H100
LGS65×2列　PBt=12.5 + ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑD20×200

壁Ａ

壁Ｃ壁Ｂ

壁Ｃ

壁Ａ

【新設相談室廻り　壁改修　凡例】

壁Ａ：間仕切り壁新設
　　　LGS65 + PBt=12.5+9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 + ﾋﾞﾆﾙ巾木H100新設
　　　(遮音ｼｰﾄt=2.8張 ﾛｯｸｳｰﾙt=55防湿ﾌｨﾙﾑ貼品充填)

壁Ｂ：既存ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ剥し面
　　　下地調整の上、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り + ﾋﾞﾆﾙ巾木H100新設

壁Ｃ：既存ﾓﾙﾀﾙ面
　　　下地調整(RB種)の上、EP塗

壁Ｂ PBt=12.5+9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

壁Ａ

畳寄せ新設
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令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事
A - 10

【改修前・後】建具リスト

1/50

記号

金物

ガラス
備考

名称・材種

塗装・仕上

形
状
　
寸
法

ＡＤ
1

廊下 １ヶ処数

ヶ処数 １
ＴＢ
1

女子便所
ＷＤ
2

相談室 １ヶ処数

トイレブース（表面材高圧メラミン樹脂化粧板　心材ペーパーコア）

SUS笠木　SUS巾木金物　ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ　戸当り　表示錠　ｱｼﾞｬｽﾄｻﾎﾟｰﾄ

150 600 300 600

1
4
0
0

150

2
0
0
0

300600 600 120

1400

見込　40

ヶ処数 １
ＴＢ
2

男子便所

120

2
4
3
0

4
3
0 1
4
0
0

150600240

2
0
0
0

240 600 150

1400

2
4
3
0

4
3
0

見込　40

トイレブース（表面材高圧メラミン樹脂化粧板　心材ペーパーコア）

SUS笠木　SUS巾木金物　ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ　戸当り　表示錠　ｱｼﾞｬｽﾄｻﾎﾟｰﾄ

有効1110

2
3
4
0

2540

50 50

5
0

SUSﾊﾝﾄﾞﾙL=450　引き戸錠　SUS下枠

ｱﾙﾐ　両引き分け框戸 + ﾗﾝﾏ部FIX窓（カバー工法にてサッシ新設）

網入り透明ｶﾞﾗｽ t=6.8

見込　40

2
00

0

720

ポリ合板ﾌﾗｯｼｭ片開き戸

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ  D.C  SUS丁番　ｼﾘﾝﾀﾞｰｻﾑﾀｰﾝ錠

OC塗（小口共）

桧3方枠：25ｘ135　OC塗　障子内ﾛｯｸｳｰﾙ充填

型ガラスｔ=4

記号

金物

ガラス
備考

名称・材種

塗装・仕上

形
状
　
寸
法

その他取付金物一式 その他取付金物一式

ＷＤ
1

事務室 １ヶ処数

見込　33

ポリ合板ﾌﾗｯｼｭ引違い戸

OC塗（小口）

強化透明ガラスｔ=4

舟底引手　戸車　引き戸錠

2
00

0

1700

［更新］ｶﾊﾞｰ工法にてｻｯｼ更新

［更新］障子更新 ［新設］扉・枠共［更新］ ［新設］

見込　70

2
0
0
0

2000

1
0
02
9
0

FIX
2
3
9
0

70570

2640

FIX

FIX

記号

金物

ガラス

名称・材種

塗装・仕上

形
状
　
寸
法

ＡＤ
1

廊下 １ヶ処数

引手　引き戸錠　SUS下枠　アングルピース

ｱﾙﾐ　ﾗﾝﾏ部片袖FIX付引違い框戸

網入り透明ｶﾞﾗｽ t=6.8、ﾗﾝﾏ部：透明ｶﾞﾗｽt=3.0

［改修］障子・方立・無目 撤去
　　　　(ｶﾊﾞｰ工法ｻｯｼ取付)

ヶ処数 １
ＴＢ
1

女子便所

トイレブース（表面材高圧メラミン樹脂化粧板　心材ペーパーコア）

SUS笠木　ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ　戸当り　表示錠　その他取付金物一式

150 600 300 600

1
4
0
0

150

2
0
0
0

300600 600 120

1400

見込　40

120

［撤去］撤去

ヶ処数 １
ＷＤ
1

事務室

［撤去］障子のみ撤去

2
00

0

1700

ｼﾅﾍﾞﾆｱﾌﾗｯｼｭ引違い戸

舟底引手　戸車　引き戸錠　ﾌﾗｯﾀｰﾚｰﾙ(真鍮)※ﾚｰﾙは既存のまま

透明ガラスｔ=3

見込　33見込　70

ＷＤ
3

プレイルーム １ヶ処数

2
00

0

3030

［新設］扉・枠共

見込　40

ポリ合板ﾌﾗｯｼｭ3枚引き戸

OC塗（小口共）

桧3方枠：25ｘ120　OC塗

強化透明ガラスｔ=4

舟底引手　Ｙ型フラットレール　左記用戸車　引き戸錠

ＡＷ
1

女子便所 １ヶ処数

ｱﾙﾐ　引違い段窓

［改修］ガラス面にﾌｨﾙﾑ貼り

見込　70

4
8
5

1
3
0
0

1
5
0

6
6
5

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0

1800

7
0
0

1620 70 1620

ＡＷ
2

女子便所～男子便所 １ヶ処数

ｱﾙﾐ　2連引違い窓

［改修］ガラス面にﾌｨﾙﾑ貼り

見込　70

透明ｶﾞﾗｽ t=3.0

既存ﾌｨﾙﾑ貼り
撤去の上、施工のこと

6
0

6
0

2
0
0
0

1
0
02
4
0

1235 70 1235

FIX FIX
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【改修後】玄関差し掛け改修図

改修後
1/30
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5
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1
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4
0
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2
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3
9
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2
5
2
0

2
0
0
0

1
0
0

2
9
0

4
0

850

3600

3200

225

225

袖壁4方枠：□-75×75×2.3
既設柱（ｔ=4.5×150×100）
に溶接止めの上、DP塗り仕上

屋根隙間塞ぎゴム板新設

玄関差し掛け廻り改修断面図　S=1：30

※特記無き範囲は既存のままとする

玄関差し掛け廻り改修平面図　S=1：30

※特記無き範囲は既存のままとする

Ｇ.Ｌ.

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾌﾟﾚｰﾄ　透明　t=3

袖壁4方枠：□-75×75×2.3
既設柱（ｔ=4.5×150×100）
に溶接止めの上、DP塗り仕上

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾌﾟﾚｰﾄ　透明
t=3×550×2000

550

2
0
0
0

300

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾌﾟﾚｰﾄ　透明
t=3×300×2000

既設柱（ｔ=4.5×150×100）DP補修塗仕上

A詳細図

屋根隙間塞ぎゴム板t=5×500×L4000

袖壁4方枠：□-75×75×2.3
既設柱（ｔ=4.5×150×100）
に溶接止めの上、DP塗り仕上

屋根隙間塞ぎゴム板t=5×500×L4000

A詳細図　S=1:5

屋根隙間塞ぎゴム板t=5×500×L4000

5
3
0

ゴム板押え：ｱﾙﾐﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ（ｼﾙﾊﾞｰ）t=5×50

ゴム板支持金物：ｱﾙﾐ不等辺ｱﾝｸﾞﾙ（ｼﾙﾊﾞｰ）t=5×50×75

SUSﾎﾞﾙﾄM8＠300 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

あと施工ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM10＠300

金物取付部　ｶｯﾀｰ切下地調整L=4000 ※ﾌﾗｯﾄに均し

軒樋部へ納める
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令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事

A - 12

【参考図】既存　玄関差し掛け詳細図

参考図
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支柱ベ－ス詳細図 （Ｓ＝１／２０）
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３
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４－Ｍ２０基礎ボルト
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※

Ｌタイプ標準支柱

Ｌタイプ梁

桁

正面水切

母屋

屋根押え

縦樋

フロント化粧材

Ｌタイプ延高支柱

ＳＴＫＲ

ポリエステル粉体塗装

ＳＳ４００

ポリエステル粉体塗装

溶融亜鉛メッキ鋼材　ポリエステル粉体塗装

アルミ押出形材　陽極酸化・塗装複合皮膜

中間曲梁

端部曲梁

ＳＴＫＲ　溶融亜鉛メッキ鋼材

ポリエステル粉体塗装

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化・塗装複合皮膜

陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

屋根材
熱線遮断ポリカーボネート板

またはアルミ板

フロントパネル
熱線遮断ポリカーボネート板

またはアルミ板

側面屋根押え
アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化・塗装複合皮膜

Ｌタイプ樋
アルミ押出形材（Ａ６０６３Ｓ）

陽極酸化・塗装複合皮膜

ボルト類
ステンレス（ＳＵＳ３０４）

基礎ボルト
クロメ－トメッキ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

注記４）本体ＳＣ色の場合、※印部材はポリエステル粉体塗装。

７ ８ １２

１

３

４ ６

１１

２０ ２０ ２０２０

２５

９

１０

１３



・ 四国電気保安協会 ・ 中央電気保安協会 ・ （ ）

特 記 仕 様 書
Ⅰ 工 事 概 要

１． 工 事 場 所

工 事 種 目

２． 建 物 概 要

建 物 名 称 構 造 階 数 延 べ 面 積
消 防 法 施 行 令

別 表 第 一

建 物 別 及 び 屋 外

３ ． 工 事 種 目

（ 注 ） 延 べ 面 積 は 建 築 基 準 法 に よ る 表 記

階 建

階 建

㎡

㎡

㎡

使用制限

Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。

ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エテルベンゲンを含有

クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし

加圧式防腐・防蟻処理は工場で行い、十分乾燥した後に現場搬入する。

(防腐処理、防蟻処理等)

1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有

してないものとする。

室内空気汚染

(揮発性有機化合物)対策

(①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合は

Ｆ☆☆☆又は同等品を使用する。）

ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,フタル酸ジ－ｎ－ブチル，

フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について

一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。

④ 内装用接着剤,木工事用接着剤

配管用接着剤,接合剤

③ 木材保存剤

② 塗料

① 合板,木質系フローリング

構造用パネル,集成材

単板積層材,ＭＤＦ

パーティクルボード,ユリア樹脂板

壁紙,緩衝材,断熱材

保温材,仕上げ塗材

⑤ 家具、書架、実験台、什器

洗面化粧台、流し台

対象建築材料等

室内に関わる材料（上記①～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、

2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使

用しているものとする。

していない水性系のものとする｡

幹 線 設 備

電 灯 コ ン セ ン ト 設 備

受 変 電 設 備

自 家 発 電 設 備

避 雷 設 備

放 送 設 備

イ ン タ ー ホ ン 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

電 話 配 管 設 備

㎡

Ⅱ 工 事 仕 様

1 . 共 通 仕 様

項 目 特 記 事 項

印 を 適 用 す る 。

2 . 特 記 仕 様

1） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る 。

2） 特 記 事 項 の う ち 選 択 す る 事 項 は ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る 。 た だ し 、 ○ 印 の な い 場 合 は ※

構 内 配 電 線 路

外 灯 設 備

トイレ 呼出表示 設備

非常照明・誘導灯設備

工事用電力,水,その他

設備機材等指定表による。

本工事に必要な工事用仮設電力、水などの費用は請負者の負担とする。

官公署への諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

1

2

機材

ブラケット（一般）

〃 （踊場）

〃 （鏡上）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

ｺﾝｾﾝﾄ､電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ（一般）

〃 （和室）

〃 （台上）

スイッチ（一般）、アッテネータ

ｽｲｯﾁ、ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機（身体障害者用）

名 称

開閉器箱、中間端子盤（EPS、電気室）

インターホン、副受信機

分電盤、制御盤、親時計

台上～中心

〃

〃

〃

床上～中心

床上～上端

床上～下端

鏡上端～中心

〃

床上～中心

測 点

〃

2,100

2,500

150

1,500以上

1,000以下

1,300

1,100

300

150

150

1,500

(上端1,900以下)

1,500

取 付 高 (mm)

接地極埋設標

室内端子盤（廊下、室内）

接地用端子箱

避雷接地用端子箱

子時計、スピーカ

呼出ボタン（身体障害者用）

廊下表示灯（ 〃 ）

火報受信機（複合盤）

復帰ボタン（ 〃 ）

テレビ機器収容箱

火報総合盤

コンセント（車庫）

ガス漏れ検知器（ＬＰガス）

〃 （都市ガス）

床上～下端

地上～中心

床上～下端

測 点

床上～操作部

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

床上～中心

天井面～中心

600

300

500

800

900

1,800

2,000

800～1,500

1,800

800～1,500

800

300

取 付 高 (mm)

（天井高）x0.9

（天井面）-200

地上、床上～中心

ハンドホール ハンドホールは現場打ち、ブロックのどちらでもよい。

コンクリート工事／骨材

配合したものを優先的に使用するものとする。

本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、高知県内産海砂を30

31

機器取付高 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面の記載のない場合は原則として下表による。

ただし、監督職員の指示により変更することがある。（住宅は別途協議）

名 称

備考 （天井高）x0.9は天井高が、2,500～3,000mmの場合に適用する。

※上記両方を提出

区分

工事写真

提出形式

画像データ(JPEG形式)

備考

完成写真 画像データ(JPEG形式)

下記のものを監督職員に提出する。

※上記両方を提出

工事・完成写真

Ａ４版カラー印刷

Ａ４版カラー印刷

Ａ４版カラー印刷には、写真内容説明を記入。

Ａ４版カラー印刷には、写真内容説明を記入。

外観1枚を含む内外6枚程度。

完成検査時に提出。

ＣＡＤデータ ＣＤ－Ｒ ※要 ・ 不要

Ａ３版 ２ツ折り製本 １部 ※要 ・ 不要

Ａ４版 黒表紙金文字製本 １部 ※要 ・ 不要

共通仕様書に従った完成図及び保守に関する指導案内書を監督職員に提出する。工事完成図

32

33

34

35

自動火災報知設備

空 調 電 源 設 備

工事用仮設物

建設副産物

構内に作ることが ・ できる ・ できない

次のものは原則として再生クラッシャランを使用する。

（屋外キュービクル基礎・外灯基礎・ハンドホール等の砂利地業）

アスファルトは原則として再生品を使用する。

工事に伴い発生するコンクリート塊・アスファルト塊は原則として再資源化を図る事。

3

4

5 ・構内指示の場所に敷きならし ・ 構外搬出適切処理残土処分

産業廃棄物の処理について6

自家用電気工作物保安管理業務委託先

床上～警報器上端

引込開閉器箱（低圧） 床上～上端 2,000

ｺﾝｾﾝﾄ（ガス漏れ検知器(LPガス)） 200床上～中心

〃

埋込型分電盤、端子盤等の仮枠及び補強 仮 枠 ※本工事 ・ 別途工事

補 強 ※別途工事 ・ 本工事

軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地の切込み及び補強 ※本工事 ・ 別途工事

他工事との取り合い はり貫通部のスリーブ及び補強 スリーブ ※本工事 ・ 別途工事

補 強 ※別途工事 ・ 本工事

7

自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアーチェック、フロアーヒンジ

※別途工事 ・ 本工事

天井埋込型器具の取付箇所の下地の切込み及び補強 ※別途工事(墨出しは本工事) ・ 本工事

高知県土木部建築課 特記仕様書（共通編）「産業廃棄物の処理について」によること。

図 面 及 び 特 記 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 の 公 共 建 築 工

事 標 準 仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） 令 和 ４ 年 版 （ た だ し 、 改 修 工 事 の 場 合 は 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準

仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） 令 和 ４ 年 版 ） 及 び 電 気 設 備 工 事 標 準 図 （ 令 和 ４ 年 版 ） に よ る 。

照明器具、幹線等の吊ボルト用インサート ※本工事 ・ 別途工事

屋内の電気室、自家発電室などの基礎、防油堤、ピット(ふたを含む) ※別途工事 ・ 本工事

屋外の受変電設備基礎 ※本工事 ・ 別途工事

動力機器（電動機など）への接続 ※本工事 ・ 別途工事

電線類

とする。

EMケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたもの8

耐火ケーブル(FP)及び耐熱ケーブル(HP)はシースに耐燃性ポリエチレンを用いたものとする。

電話保安器用接地 ※本工事 ・ 別途工事

図中に記載されていない工事区分は、別紙工事区分表による。

取外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取付を行う。

工事着手前に既存の電気設備の絶縁抵抗を測定し、測定表を監督職員に提出する。

工事の施工に伴い、既成部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。

ステンレス製とする。（装柱金物は除く）

再使用機器

絶縁抵抗の測定

補修など

屋上・屋側の支持金物

結露防止

避雷設備用及び共同接地極の表示 黄銅板製埋設表示

上記以外の接地極及び地中配線の表示 100ﾛ x 300のコンクリート杭に方向種別を彫り込ん

だものとする。ただし、舗装された場所は鉄製ピンとする。

Ａ種

共 同 接 地

接地の種類 記 号

ＥAＥD

Ｅ A 10Ω以下

10Ω以下

接地抵抗値 接 地 極

ＥＢ（14φ）x 3連－2組

ＥＢ（14φ）x 3連－2組

接地極

ｶﾊﾞｰﾌﾞﾚｰﾄ の用途別表示

フラッシュプレートの材質

呼び線

シール等を貼付する。

・ 樹脂製 ・ 新金属 ・ ステンレス

長さ１ｍ以上の入線しない電線管には1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

/Is150 Ω

高 圧 避 雷 用

避 雷 用

Ｃ種

Ｄ種 ＥD

ＥC

Ｅ L

ＥLH 10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下 ＥＢ（10φ）x 1

ＥＢ（14φ）x 3連－2組

ＥＰ x 1

ＥＢ（14φ）x3 連－2組

Is =1線地絡電流
Ｂ種 ＥB ＥＢ（14φ）x 3連－2組

下記による。

はつり・非破壊検査

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所

既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。

内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等を取り付ける。

を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行い、施工前に工事監理業務受注

者もしくは監督職員による確認後、施工すること。なお、鉄筋・配管類を切断する恐れがあ

る場合は、事前に監督職員と協議すること。コア抜き施工後は鉄筋切断の有無を工事監理業務

受注者もしくは監督職員の立会により確認すること。

ケーブルの一心を接地線として使用する場合は、緑色の心線とする。照明器具の接地

照明器具用位置ボックス

分電盤分岐回路 分岐用配線用遮断機はJIS協約形２Ｐ５０ＡＦの１Ｐサイズとする。

設置した各部屋2箇所以上

ものは位置ボックスを設けなくてよい。

ケーブル配線で照明器具が送り端子付のもの（定格電流15Ａ以上）及び配線が末端となる

23

（室名）はスラブ天井を示し、その他は二重天井とする。

タンブラスイッチは大角型連用形とする。

壁付コンセントは原則として大角型連用形とし、連用形以外はプラグ付とする。

単相200Ｖ、発電機回路等のコンセントは、プレートに電圧・電源等の表示を行う。

グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）の判断基準適合品

天井仕上区分

配線器具

とする。

20

21

22

26

25

24

地中管路には、管下5cm、管上10cm程度保護砂を入れる。

テレビ共同受信設備

構内埋設線路

電界強度の測定 ・ 要 ・ 不要

・双方向型

埋設深さ 特記なきはＧＬ－ 600 以上とする。

27

28

分岐器、分配器、直列ユニットはＢＳ・ＣＳ共用形(ＢＬ品)とする。

非常用照明器具の照度測定

地中配線には電圧、線路長に関係なく標識シート（ダブル）を管頂と地表面の中間に設ける。

LED照明器具

ケーブル配線の位置ボックスは原則としてアウトレットボックスとする。

耐 震 施 工

１）設計用水平地震力

機器の重量［Ｎ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標準水平震度

は、次による。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針 ２０１４年版」（独立行政法人

建築研究所監修）による。

なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

【設計用標準水平震度】

２．０

２．０

２．０

２．０ ２．０

・ 特定の施設 ・ 一般の施設

設置場所 機器種別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

１．５

１．５

０．６

１．５

１．０

１．０

１．０

１．０

１．５

１．５

１．５

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

０．６

防振支持の機器

水槽類（※１）

機 器

防振支持の機器

水槽類（※１）

機 器

防振支持の機器

水槽類（※１）

塔屋及び屋上

上 層 階

中 間 階

地下及び１階

機 器

29

１．５

１．５

１．０

１．０

注：上層階の定義は次による。

【備考】（※１）水槽類は、オイルタンク等を含む。

２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階

１３階建以上の場合は上層４階

重要機器（ ・ 自立配電盤 ・ 防災用発電装置 ・ 直流電源装置 ）

（ ・ 交流無停電電源装置 ・ 交換機 ・ 自動火災報知受信機）

（ ・ 中央監視制御装置 ・ ・ ）

２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の２分の１とし、水平地震力と同時に働くものとする。

ただし重要機器のアンカー計算における設計用標準水平震度は全階２．０とする。

写真の撮り方は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 営繕工事写真撮影要領（平成28年

版による 工事写真撮影ガイドブック 電気設備工事編 平成30年版」による。

屋 内

高 知県吾 川郡い の町

一級建築士大臣登録第292355号 岡田 良嗣
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階 建



機 材 名 機 材 名 機 材 名 メーカー名 機 材 名 メーカー名 機 材 名 メーカー名

Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

耐 火 ・ 耐 熱 ケ ー ブ ル

電 線 管 類 ・ 同 付 属 品

電 線 類 等 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁

JIS C 820 1 -1 , JI S C 8 2 01 -4 - 1 に

適 合 す る も の

Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

低 圧 進 相 コ ン デ ン サ

JI S C 4 9 0 1 に適合するもの

Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

JI S C 1 1 0 2（指示電気計器）

指 示 電 気 計 器
Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

防 災 電 源 用 直 流 電 源 装 置 蓄 電 池 設 備 認 定 委 員 会 の

認 定 証 票 が 貼 付 さ れ た も の

委 員 会 の 自 主 評 定 マ ー ク が

配 線 器 具 類 Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

非 常 用 照 明 器 具 （ 社 ） 日 本 照 明 器 具 工 業 会

の Ｊ Ｉ Ｌ 適 合 マ ー ク が 貼 付

さ れ た も の

誘 導 灯 器 具 誘 導 灯 認 定 委 員 会 の 認 定

証 票 が 貼 付 さ れ た も の

自 家 発 電 装 置

付 属 す る 配 電 盤 を ふ く む

日 本 内 燃 力 発 電 設 備 協 会

の 認 定 証 票 が 貼 付 さ れ た

も の

連 動 機 構 ・ 装 置 等 自 主 評 定

貼 付 さ れ た も の

自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置 （ 非 常 ベ ル ） 日 本 消 防 検 定 協 会 の 認 定

証 票 が 貼 付 さ れ た も の

Ｊ Ｅ Ａ 蓄 電 池 設 備 認 定 委 員

会 の 認 定 証 票 が 貼 付 さ れ た

も の

非 常 放 送 装 置 の 蓄 電 池

審 査 協 会 の 認 定 品

（ 財 ） 電 気 通 信 端 末 機 器構 内 交 換 装 置

合 格 証 票 が 貼 付 さ れ た も の

日 本 消 防 検 定 協 会 の 検 定自 動 火 災 報 知 装 置

漏 電 遮 断 機

電 磁 接 触 器

配 線 用 遮 断 機

ﾍﾞ ﾝ ﾄ形据置鉛蓄電池

制 御 弁 式 据 置 鉛 蓄 電 池

据置ﾆｯ ｹﾙ・ ｶ ﾄﾞﾐ ｳ ﾑ ｱ ﾙ ｶ ﾘ蓄電池

指 定 品 指 定 品

ｷ ｭ ｰ ﾋ ﾞ ｸ ﾙ式配電盤

分 電 盤 ･制 御 盤

（ 株 ） イ ト ウ テ ッ ク

共 栄 電 機 工 業（株）

光 電 設 （株）JIS C 8 2 0 1 - 2 - 1 に適合するもの

JI S C 8 2 0 1 - 2 - 2 に適合するもの

営 繕 部 監 修 の 公 共 工 事 標 準

仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ）

蓄 電 池

盤 類 (公共 建 築 工 事 標 準 仕 様 ）

耐 火 ・ 耐 熱 電 線 認 定 機 関

の 認 定 ま た は 評 価 さ れ た

旨 の 表 示 を し た も の

監 視 カ メ ラ 装 置

※３ 据置ﾆｯｹﾙ・ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ蓄電池に限る

太 陽 光 発 電 装 置

（ 株 ） 三 社 電 機 製 作 所

山 洋 電 気 （ 株 ）

サ ン ケ ン 電 気 （ 株 ）

（株 ） GSユア サ

交 流無停 電電 源装 置（ U P S）

（ 株） G Sユアサ

日 立化 成 (株 )

古河 電 池 (株 )

日立 化 成 (株 )

東芝ｲ ﾝﾌ ﾗｼ ｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ（株）

㈱JV Cｹﾝ ｳ ｯ ﾄ ﾞ ･公共産業ｼｽ ﾃﾑ

三菱 電 機 (株 )

(株 )日立国 際電 気

パ ナ ソ ニ ッ ク （ 株 ）

ＴＯ Ａ (株 )

山 洋 電 気 （ 株 ）

（株 ） GSユア サ

東芝ｲﾝﾌ ﾗｼｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ（株）

（ 株 ） 三 社 電 機 製 作 所

富 士 電 機 （ 株 ）

三 菱 電 機 （ 株 ）

パ ナ ソ ニ ッ ク （ 株 ）

（株）京ｾﾗ ｿｰﾗｰ ｺ ｰ ﾎ ﾟ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ

L E D照明器具 (株 ）因 幡 電 機 製作 所

岩 崎 電 気 （株）

(株） 遠 藤照 明

大 光 電 機 （ 株 ）

東 芝 ラ イ テ ッ ク （ 株 ）

パ ナ ソ ニ ッ ク （ 株 ）

三 菱 電 機 照 明 （ 株 ）

照 明 制 御 装 置

可 変 速 電 動 機 用 イ ン バ ー タ ー 装 置

高 圧 進 相 コ ン デ ン サ

ニ チ コ ン （株）

日 新 電 機 （株）

（ 株 ） 指 月 電 機 製 作 所

（株）ダ イ ヘ ン

高 圧 用 変 圧 器 愛 知 電 機 （ 株 ）

四 変 テ ッ ク（株 ）

利 昌 工 業（株）

三 菱 電 機 （株）

※ １※ １ モ ー ル ド コ ン デ ン サ に 限 る

高 圧 交 流 遮 断 機 （ 真 空 ）

（ 株 ） 日 立 産 機 シ ス テ ム

日 新 電 機 （株）

高 圧 限 流 ヒ ュ ー ズ

高 圧 負 荷 開 閉 器

（ 株 )新 愛 知電 機 製 作 所

※ ２ モ ー ル ド 変 圧 器 に 限 る

富 士 電 機機 器 制 御 (株 ）

三 菱電 機 照 明 (株 ）

パ ナ ソ ニ ッ ク （ 株 ）

東 芝 ライ テ ッ ク (株 ）

富士 電 機 機 器 制 御 (株）

富 士 電 機 （ 株 ）

（株）明 電 舎

三 菱 電 機 （株）

(株 )日 立産 機 シス テム

三菱 電機 (株 )

エ ナ ジー サ ポ ー ト (株 )

大 垣 電 機 （ 株 ）

タ カ オ カ 化 成 工 業 （ 株 ）※ ２

日 新 電 機 （株）

(株 )日立 産機 シス テム

三 菱 電 機 （株）

（株）明 電 舎

富 士電 機 (株 ）

（ 株）東 光 高 岳

利 昌 工 業 （株） ※ ２

（ 株 ） 安 川 電 機

（ 株 ） 日 立 産 機 シ ス テ ム

三 菱 電 機 （株）

富 士 電機 (株 ）

エ ナ ジー サ ポ ー ト (株 )

(株 )宇 都宮 電機 製 作所

東芝ｲﾝﾌ ﾗｼ ｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ（株）

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ (株)

東芝 ｲﾝ ﾌﾗ ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ（株）

東芝ｲﾝﾌ ﾗｼ ｽ ﾃ ﾑ ｽ ﾞ（株）

※ ３

築 材 料 ・ 設 備 機 材 等 品 質 性

能 評 価 事 業 設 備 機 材 等 評

価 名 簿 」 に 掲 載 さ れ た も の

上 記 の 他 、 令 和 ２ 年 版 「 建

（ 株 ） 戸 上 電 機 製 作 所

日 本高 圧 電 気 (株 )

三 菱 電 機 （株）

（ 株 ） 日 立 産 機 シ ス テ ム

富 士 電 機 機 器 制 御 （ 株 ）

富 士 電 機 （ 株 ）

古 河 電 池 （株）

三 菱 電 機 （ 株 ）

（ 株 ） 明 電 舎
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令和７年度 学びの多様化学校分教室改修工事

【改修後】照明器具姿図

Scale＝A２：60％ A３：70％縮小

改修後

Ａ

一般タイプ
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

Ｂ

一般タイプ
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

Ｃ

一般タイプ
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

Ｄ

リニューアル用、一般タイプ
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

Ｅ ＬＥＤダウンライト １００形

電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
器具光束：１０４５ｌｍ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

Ｆ

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵
防湿型・防雨型
５０００Ｋ、Ｒａ８３
器具光束９９０ｌｍ、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

ア ＬＥＤ一体型非常兼用照明２０形 Ｗ１９０ リモコン自己点検機能付

非常灯タイプ、１６００ｌｍ（ＦＬ２０形×２灯器具相当）
常時：非常用ライトバー点灯

電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池
リニューアル専用、非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０２７
非常用ＬＥＤレンズ：ガラス、常用ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付、
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

イ ＬＥＤ避難口誘導灯 Ｂ級・ＢＬ形 片面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
壁・天井直付型
一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池
リモコン自己点検機能付
型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

ウ ＬＥＤ非常照明 リモコン自己点検機能付

φ１００低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

四角配置

直線配置

単体配置
Ａ１ 5.4 5.7 5.8 6.0 4.4
Ｂ１ 5.4 5.6 5.8 5.9 5.2
Ｂ’１ 4.9 5.1 5.2 5.2 4.2
Ａ２ 12.6 13.5 14.0 15.0 16.4
Ｂ２ 12.0 12.9 13.5 14.4 15.5
Ａ４ 11.1 11.8 12.2 12.9 14.6
Ｂ４ 10.4 11.2 11.7 12.7 14.5

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 3.8 4.0 4.0 2.8

Ａ２ 8.5 9.4 9.9 10.1

Ａ４ 6.9 7.6 8.1 8.9

ＬＥＤ一体型ベースライト４０形 Ｗ２３０ ６９００ｌｍ

消費電力：４３．１Ｗ

ＬＳＳ１０－４－６５

ＬＥＤ一体型ベースライト４０形 Ｗ１５０ ６９００ｌｍ

ＬＳＳ９－４－６５

消費電力：４３．１Ｗ 消費電力：４３．１Ｗ消費電力：１１．６Ｗ

ＬＥＤ一体型ベースライト２０形 Ｗ１９０ １６００ｌｍ

パナソニック 埋込ＸＦＸ２１０ＲＥＮＬＥ９ ＬＲＳ２０－４－６５

ＬＥＤ一体型ベースライト４０形 Ｗ３００ ６９００ｌｍ

ＬＲＳ１－０８

消費電力：７Ｗ

消費電力：１０Ｗ

ＬＥＤウォールライト ２０形 防雨型

ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６

Ｋ１－ＬＲＳ１１－１

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ

パナソニック 埋込ＸＤＬ２１３ＲＧＮＬＥ９

消費電力：１２．７Ｗ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞

非常時：非常灯本体組込ＬＥＤ（一般出力型）点灯

※照明器具の消費電力はJIS C8105-3の測定方法による。

一般タイプ
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４－２２

ＬＥＤ一体型ベースライト４０形 Ｗ１５０ ２５００ｌｍＧ

消費電力：１６．３Ｗ

アクリルコーティング

参考照明器具姿図
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E-04
令和７年度 学びの多様化学校分教室改修工事

【改修前】電灯コンセント・空調電源・自動火災報知設備図

Scale＝A２：60％ A３：70％縮小

Ａ×９

Ａ×３

Ａ×３ Ａ×４ Ａ×１

Ｄ×６

Ｃ×４
ア×４

イ

Ｆ
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ＥＥ

器具仕様

富士型SUS

ランプ

FL40Wx1

台数

２

４

１

１

FL20Wx1 下面開放

FL20Wx1 避難口誘導灯

FL20Wx1 ｳｫｰﾙﾗｲﾄ

非常兼用型

既設照明器具撤去リスト

記号

Ｂ

Ｃ

Ｆ

イ

下面開放FL20Wx1ア ４

Ｄ FL40Wx2 富士型 ６

Ｅ FDL27Wx1 ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ ２

W330×H1260

Φ150

富士型FL40Wx2Ａ ２０

W210×H656

WP

直付 改修前

1階平面図 S=1：60

※特記無き範囲は既存のままとする

CV3.5sq-3C(GP22)CV3.5sq-3C ﾗｯｼﾝｸﾞ巻き CV3.5sq-3C ﾗｯｼﾝｸﾞ巻き

CV3.5sq-3C(GP22)
CV3.5sq-3C(GP22)

(既存のまま)

撤去 撤去

CV3.5sq-3C(GP22)

既存配線撤去・既存配管流用

(既存のまま)

(既存のまま)

既存電灯盤ＬＡ

既存空調電源盤

ＬＫ

は既存品流用

×印は撤去(既存機器撤去、既存配線、既存配管は残置とする)

※改修

※改修

記 号 名 称

凡 例

備 考

２Ｐ１５Ａ×１ 抜止埋込コンセントＬＫ

〇は既存器具取外し再取付

スポット型感知器 差動式 ２種 露出

空調室外機

(既存のまま)

空調室外機

移設
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SCALE

工事名

図面名

一級建築士大臣登録第292355号 岡田 良嗣

1:60
令和７年度 学びの多様化学校分教室改修工事

【改修後】電灯コンセント・空調電源・自動火災報知設備

Scale＝A２：60％ A３：70％縮小
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プレイルーム

教室

教室（中） 教室（小） 教育相談室

事務室男子便所女子便所

相談室

手洗器
更新

手洗器
更新

CH2630

CH2430

廊下

CH2650

CH2580

CH2650

CH2650 CH2650 CH2650

CH2430 CH2430 CH2650

2950 2800

3
0
0
0

5750

1階平面図 S=1：60

※特記無き範囲は既存のままとする

LED照明
（既存のまま）

LED照明
（既存のまま）

LED照明
（既存のまま）

LED照明
（既存のまま）

LED照明
（既存のまま）

Ｄ×６

Ｅ×３

Ｃ×４
ア×４

イ

Ｆ

Ａ×９

Ａ×１

Ａ×３ Ａ×４ Ａ×１

１５／２０

CV3.5sq-3C(GP22)

(既存のまま)

ＭＭＡ

ＭＭＡ

Ａ

既存空調電源盤

既存電灯盤ＬＡ

※改修

ELB2P50AF/30AT×1増設

CE3.5sq-3C(GP22塗装)

盤への立下り部分は防水接続材
新設

※改修

MCB2P50AF/30AT×1増設

２

（発電ﾀｲﾌﾟ）

（発電ﾀｲﾌﾟ）

Ｅ×３

は既存品流用

記 号 名 称

凡 例

備 考

２Ｐ１５Ａ×２埋込コンセント

注記事項

図中明記なき配管配線は下記による。

ＥＥＦ２．０－３Ｃ

コロガシ

露出一種金属線ぴ(ＭＭＡ)で保護

２

１５／２０ 〃 ２Ｐ１５/２０Ａ×１ ＥＥＴ 〃

ＭＭＡ

CE3.5sq-3C ﾗｯｼﾝｸﾞ巻き 新設CE3.5sq-3C(GP22塗装) 新設

CE3.5sq-3C(GP22塗装) 新設

Ａ ジョイントボックス ＭＭＡ用

露出スイッチボックス(MMA)1個用に取付

Ｂ×２
ウ

〃

〃

ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＥＦ１．６－３Ｃ

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×１ 新金属プレート

〃

※新設壁への立下りは電線管(ＰＦ)で保護とする

ビス止 取外し再取付
既存化粧せっこうボード

既存化粧せっこうボード
ビス止 取外し再取付

ＡＥ

ＡＥ０．９－４Ｃ コロガシ
ＡＥスポット型感知器 差動式 ２種 露出

〇は既存器具取外し再取付

Ｇ Ｇ

(既存のまま)

空調室外機 空調室外機移設

(機械設備工事)

空調室外機新設

(機械設備工事)

既存洗面化粧台用ｺﾝｾﾝﾄを取替
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Ⅱ　　工事種目Ⅱ　　工事種目Ⅱ　　工事種目Ⅱ　　工事種目Ⅱ　　工事種目Ⅱ　　工事種目Ⅱ　　工事種目

不要不要不要不要不要不要不要

日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業日立、テラル、荏原、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業

特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」特記なき事項は「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」

本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。

建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。⑥ 小屋裏等に使用する材料等⑥ 小屋裏等に使用する材料等⑥ 小屋裏等に使用する材料等⑥ 小屋裏等に使用する材料等⑥ 小屋裏等に使用する材料等⑥ 小屋裏等に使用する材料等⑥ 小屋裏等に使用する材料等

フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。

　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,　室内に関わる材料（上記②～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,

ガス事業法第162条に適合ガス事業法第162条に適合ガス事業法第162条に適合ガス事業法第162条に適合ガス事業法第162条に適合ガス事業法第162条に適合ガス事業法第162条に適合

｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣｢液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律　第38条の2に準拠｣
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建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　建物の種別：　〇特定の施設　　●一般の施設　　　　　　　
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地域係数：　●０.９地域係数：　●０.９地域係数：　●０.９地域係数：　●０.９地域係数：　●０.９地域係数：　●０.９地域係数：　●０.９

工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日工事期間(完成図)　　　 年　 月　 日～　　　 年　 月　 日
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排 水排 水排 水排 水排 水排 水排 水

雨 水雨 水雨 水雨 水雨 水雨 水雨 水

通 気通 気通 気通 気通 気通 気通 気

要（　　　　　　　　　　　　　　）要（　　　　　　　　　　　　　　）要（　　　　　　　　　　　　　　）要（　　　　　　　　　　　　　　）要（　　　　　　　　　　　　　　）要（　　　　　　　　　　　　　　）要（　　　　　　　　　　　　　　）

グラスフレックスダクトグラスフレックスダクトグラスフレックスダクトグラスフレックスダクトグラスフレックスダクトグラスフレックスダクトグラスフレックスダクトスパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）スパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）スパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）スパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）スパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）スパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）スパイラルダクト（亜鉛鍍金鋼板）

｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣｢高圧ガス保安法第24条に準拠｣

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

そ  の  他そ  の  他そ  の  他そ  の  他そ  の  他そ  の  他そ  の  他

ガ      スガ      スガ      スガ      スガ      スガ      スガ      ス

浄  化  槽浄  化  槽浄  化  槽浄  化  槽浄  化  槽浄  化  槽浄  化  槽

消      防消      防消      防消      防消      防消      防消      防

排      水排      水排      水排      水排      水排      水排      水

給      水給      水給      水給      水給      水給      水給      水
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（　）級ボイラ技士（　）級ボイラ技士（　）級ボイラ技士（　）級ボイラ技士（　）級ボイラ技士（　）級ボイラ技士（　）級ボイラ技士講習修了者講習修了者講習修了者講習修了者講習修了者講習修了者講習修了者

第（　　　）種冷凍機械作業主任者第（　　　）種冷凍機械作業主任者第（　　　）種冷凍機械作業主任者第（　　　）種冷凍機械作業主任者第（　　　）種冷凍機械作業主任者第（　　　）種冷凍機械作業主任者第（　　　）種冷凍機械作業主任者

危険物取扱主任者危険物取扱主任者危険物取扱主任者危険物取扱主任者危険物取扱主任者危険物取扱主任者危険物取扱主任者

特別教育修了者（小型ボイラ）特別教育修了者（小型ボイラ）特別教育修了者（小型ボイラ）特別教育修了者（小型ボイラ）特別教育修了者（小型ボイラ）特別教育修了者（小型ボイラ）特別教育修了者（小型ボイラ）

資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要

資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要

資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要資格不要

冷 凍 機冷 凍 機冷 凍 機冷 凍 機冷 凍 機冷 凍 機冷 凍 機

危 険 物危 険 物危 険 物危 険 物危 険 物危 険 物危 険 物
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完成後必要な完成後必要な完成後必要な完成後必要な完成後必要な完成後必要な完成後必要な
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Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽

水 栓 金 具 類水 栓 金 具 類水 栓 金 具 類水 栓 金 具 類水 栓 金 具 類水 栓 金 具 類水 栓 金 具 類

衛 生 陶 器衛 生 陶 器衛 生 陶 器衛 生 陶 器衛 生 陶 器衛 生 陶 器衛 生 陶 器

材        料材        料材        料材        料材        料材        料材        料

Ⅲ　　材料メーカー表Ⅲ　　材料メーカー表Ⅲ　　材料メーカー表Ⅲ　　材料メーカー表Ⅲ　　材料メーカー表Ⅲ　　材料メーカー表Ⅲ　　材料メーカー表

電 気 温 水 器電 気 温 水 器電 気 温 水 器電 気 温 水 器電 気 温 水 器電 気 温 水 器電 気 温 水 器
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巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ

厨 房 機 器厨 房 機 器厨 房 機 器厨 房 機 器厨 房 機 器厨 房 機 器厨 房 機 器
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日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー

エアハンドリングユニットエアハンドリングユニットエアハンドリングユニットエアハンドリングユニットエアハンドリングユニットエアハンドリングユニットエアハンドリングユニット
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日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ

そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他

全 熱 交 換 形 換 気 扇全 熱 交 換 形 換 気 扇全 熱 交 換 形 換 気 扇全 熱 交 換 形 換 気 扇全 熱 交 換 形 換 気 扇全 熱 交 換 形 換 気 扇全 熱 交 換 形 換 気 扇

ロ ー ル フ ィ ル タ ーロ ー ル フ ィ ル タ ーロ ー ル フ ィ ル タ ーロ ー ル フ ィ ル タ ーロ ー ル フ ィ ル タ ーロ ー ル フ ィ ル タ ーロ ー ル フ ィ ル タ ー

自 動 制 御 機 器自 動 制 御 機 器自 動 制 御 機 器自 動 制 御 機 器自 動 制 御 機 器自 動 制 御 機 器自 動 制 御 機 器

冷 却 塔冷 却 塔冷 却 塔冷 却 塔冷 却 塔冷 却 塔冷 却 塔

送 風 機送 風 機送 風 機送 風 機送 風 機送 風 機送 風 機

矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ矢崎、日立、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ

ｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ

TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業

TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓TOTO、LIXIL(INAX)、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓

矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工矢崎、日立、荏原、川重、三菱重工

荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本

荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見

荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和荏原、日立、ﾃﾗﾙ、川本、鶴見、新明和

国土交通省仕様適合品国土交通省仕様適合品国土交通省仕様適合品国土交通省仕様適合品国土交通省仕様適合品国土交通省仕様適合品国土交通省仕様適合品

特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）種 目種 目種 目種 目種 目種 目種 目 項 目項 目項 目項 目項 目項 目項 目

残 土 処 分残 土 処 分残 土 処 分残 土 処 分残 土 処 分残 土 処 分残 土 処 分 構内敷ならし構内敷ならし構内敷ならし構内敷ならし構内敷ならし構内敷ならし構内敷ならし 構内指示の場所にたいせき構内指示の場所にたいせき構内指示の場所にたいせき構内指示の場所にたいせき構内指示の場所にたいせき構内指示の場所にたいせき構内指示の場所にたいせき

埋 設 深 さ ( 管 上 )埋 設 深 さ ( 管 上 )埋 設 深 さ ( 管 上 )埋 設 深 さ ( 管 上 )埋 設 深 さ ( 管 上 )埋 設 深 さ ( 管 上 )埋 設 深 さ ( 管 上 )

埋 設 管 の 保 護埋 設 管 の 保 護埋 設 管 の 保 護埋 設 管 の 保 護埋 設 管 の 保 護埋 設 管 の 保 護埋 設 管 の 保 護 量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。

Ⅰ　　共通事項Ⅰ　　共通事項Ⅰ　　共通事項Ⅰ　　共通事項Ⅰ　　共通事項Ⅰ　　共通事項Ⅰ　　共通事項

和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。

和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。

乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。

洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。

大 便 器大 便 器大 便 器大 便 器大 便 器大 便 器大 便 器 汚物缶汚物缶汚物缶汚物缶汚物缶汚物缶汚物缶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）

二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）

二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K

水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。

負 担 金負 担 金負 担 金負 担 金負 担 金負 担 金負 担 金

弁 類弁 類弁 類弁 類弁 類弁 類弁 類

継 ぎ 手 類継 ぎ 手 類継 ぎ 手 類継 ぎ 手 類継 ぎ 手 類継 ぎ 手 類継 ぎ 手 類 ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。

ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。

ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)

保 護 砂 　 砂 利保 護 砂 　 砂 利保 護 砂 　 砂 利保 護 砂 　 砂 利保 護 砂 　 砂 利保 護 砂 　 砂 利保 護 砂 　 砂 利 第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。

雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。）雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。）雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。）雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。）雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。）雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。）雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。） 遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。

消 火 栓 箱消 火 栓 箱消 火 栓 箱消 火 栓 箱消 火 栓 箱消 火 栓 箱消 火 栓 箱 消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)

大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策

弁 類弁 類弁 類弁 類弁 類弁 類弁 類 40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K

ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。

ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。

スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。給 湯 器 用 止 水 弁給 湯 器 用 止 水 弁給 湯 器 用 止 水 弁給 湯 器 用 止 水 弁給 湯 器 用 止 水 弁給 湯 器 用 止 水 弁給 湯 器 用 止 水 弁

そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他

使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。

浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。

最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回

維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、

工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。

見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。

補助金申請設備補助金申請設備補助金申請設備補助金申請設備補助金申請設備補助金申請設備補助金申請設備そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他

種 汚 泥種 汚 泥種 汚 泥種 汚 泥種 汚 泥種 汚 泥種 汚 泥

試 運 転 調 整試 運 転 調 整試 運 転 調 整試 運 転 調 整試 運 転 調 整試 運 転 調 整試 運 転 調 整

流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回１１１１１１１

２２２２２２２

計 測 機 器 等計 測 機 器 等計 測 機 器 等計 測 機 器 等計 測 機 器 等計 測 機 器 等計 測 機 器 等

自動空気抜き弁装置自動空気抜き弁装置自動空気抜き弁装置自動空気抜き弁装置自動空気抜き弁装置自動空気抜き弁装置自動空気抜き弁装置

吹 出 口 チ ャ ン バ吹 出 口 チ ャ ン バ吹 出 口 チ ャ ン バ吹 出 口 チ ャ ン バ吹 出 口 チ ャ ン バ吹 出 口 チ ャ ン バ吹 出 口 チ ャ ン バ

消 音 内 貼 り消 音 内 貼 り消 音 内 貼 り消 音 内 貼 り消 音 内 貼 り消 音 内 貼 り消 音 内 貼 り

ダ ク トダ ク トダ ク トダ ク トダ ク トダ ク トダ ク ト

機 器 付 属 の 制 御 盤機 器 付 属 の 制 御 盤機 器 付 属 の 制 御 盤機 器 付 属 の 制 御 盤機 器 付 属 の 制 御 盤機 器 付 属 の 制 御 盤機 器 付 属 の 制 御 盤

大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策大 気 汚 染 対 策

温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所温度計(　　)ｹ所　圧力計(　　)ｹ所　風量測定口(　　)ｹ所　瞬間流量計(　　)ｹ所　手動空気抜弁装置(　　)ｹ所

不要不要不要不要不要不要不要 要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。

アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ　200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。

内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。

消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡

アルミフレキ（不燃材料認定品）アルミフレキ（不燃材料認定品）アルミフレキ（不燃材料認定品）アルミフレキ（不燃材料認定品）アルミフレキ（不燃材料認定品）アルミフレキ（不燃材料認定品）アルミフレキ（不燃材料認定品）

冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。冷温水発生機、ボイラ及び温風暖房機の盤の始動スイッチの二次側に煤煙濃度計用電源端子を設ける。

排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。 ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。ばい煙濃度測定口を要す。

ステンレスフレキ（不燃材料認定品）ステンレスフレキ（不燃材料認定品）ステンレスフレキ（不燃材料認定品）ステンレスフレキ（不燃材料認定品）ステンレスフレキ（不燃材料認定品）ステンレスフレキ（不燃材料認定品）ステンレスフレキ（不燃材料認定品）

サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。
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ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材

対象建築材料等対象建築材料等対象建築材料等対象建築材料等対象建築材料等対象建築材料等対象建築材料等

①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ

　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材

② 塗料② 塗料② 塗料② 塗料② 塗料② 塗料② 塗料

③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)

使 用 制 限使 用 制 限使 用 制 限使 用 制 限使 用 制 限使 用 制 限使 用 制 限

Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。

クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場でクロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場でクロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場でクロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場でクロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場でクロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場でクロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場で

行い、十分乾燥した後に現場搬入する。行い、十分乾燥した後に現場搬入する。行い、十分乾燥した後に現場搬入する。行い、十分乾燥した後に現場搬入する。行い、十分乾燥した後に現場搬入する。行い、十分乾燥した後に現場搬入する。行い、十分乾燥した後に現場搬入する。

1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。

⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台

④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤

2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。

①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。
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ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡

構外搬出構外搬出構外搬出構外搬出構外搬出構外搬出構外搬出

一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。

　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

階 数階 数階 数階 数階 数階 数階 数棟 名棟 名棟 名棟 名棟 名棟 名棟 名 構 造構 造構 造構 造構 造構 造構 造 消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分消防法施行令別表第一の区分用途地域用途地域用途地域用途地域用途地域用途地域用途地域延床面積（m ）延床面積（m ）延床面積（m ）延床面積（m ）延床面積（m ）延床面積（m ）延床面積（m ）2222222

　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。　再生資源化を図るもの　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　・建設発生木材　※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等は、原則分別再利用処理とする。

発生材発生材発生材発生材発生材発生材発生材

の処理の処理の処理の処理の処理の処理の処理

屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出屋内露出 屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出屋外露出床下暗渠内床下暗渠内床下暗渠内床下暗渠内床下暗渠内床下暗渠内床下暗渠内天井･PS内天井･PS内天井･PS内天井･PS内天井･PS内天井･PS内天井･PS内機械室･倉庫機械室･倉庫機械室･倉庫機械室･倉庫機械室･倉庫機械室･倉庫機械室･倉庫 屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設 備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考備　　　考場所場所場所場所場所場所場所工種工種工種工種工種工種工種

給 水給 水給 水給 水給 水給 水給 水

排水･空調ﾄﾞﾚﾝ排水･空調ﾄﾞﾚﾝ排水･空調ﾄﾞﾚﾝ排水･空調ﾄﾞﾚﾝ排水･空調ﾄﾞﾚﾝ排水･空調ﾄﾞﾚﾝ排水･空調ﾄﾞﾚﾝ

給 湯給 湯給 湯給 湯給 湯給 湯給 湯 　b(  )Ⅰ　b(  )Ⅰ　b(  )Ⅰ　b(  )Ⅰ　b(  )Ⅰ　b(  )Ⅰ　b(  )Ⅰ 　c2(  )Ⅰ　c2(  )Ⅰ　c2(  )Ⅰ　c2(  )Ⅰ　c2(  )Ⅰ　c2(  )Ⅰ　c2(  )Ⅰ

(ホ)簡易保温筒20mm(ホ)簡易保温筒20mm(ホ)簡易保温筒20mm(ホ)簡易保温筒20mm(ホ)簡易保温筒20mm(ホ)簡易保温筒20mm(ホ)簡易保温筒20mm

(ニ)簡易保温筒10mm(ニ)簡易保温筒10mm(ニ)簡易保温筒10mm(ニ)簡易保温筒10mm(ニ)簡易保温筒10mm(ニ)簡易保温筒10mm(ニ)簡易保温筒10mm

(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材

(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材

　d(  )Ⅰ　d(  )Ⅰ　d(  )Ⅰ　d(  )Ⅰ　d(  )Ⅰ　d(  )Ⅰ　d(  )Ⅰ  e2(  )Ⅰ e2(  )Ⅰ e2(  )Ⅰ e2(  )Ⅰ e2(  )Ⅰ e2(  )Ⅰ e2(  )Ⅰ

冷 媒 管冷 媒 管冷 媒 管冷 媒 管冷 媒 管冷 媒 管冷 媒 管

矩形ダクト矩形ダクト矩形ダクト矩形ダクト矩形ダクト矩形ダクト矩形ダクト

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

　（チ）　（チ）　（チ）　（チ）　（チ）　（チ）　（チ） （チ）（チ）（チ）（チ）（チ）（チ）（チ） （チ）（チ）（チ）（チ）（チ）（チ）（チ）（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ（チ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ

 J1(  )XI J1(  )XI J1(  )XI J1(  )XI J1(  )XI J1(  )XI J1(  )XI 　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI 　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI　I(  )XI K2(  )XIK2(  )XIK2(  )XIK2(  )XIK2(  )XIK2(  )XIK2(  )XI

 O1(  )XI O1(  )XI O1(  )XI O1(  )XI O1(  )XI O1(  )XI O1(  )XI 　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI 　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI　N(  )XI P2(  )XIP2(  )XIP2(  )XIP2(  )XIP2(  )XIP2(  )XIP2(  )XI

冷水・冷温水管冷水・冷温水管冷水・冷温水管冷水・冷温水管冷水・冷温水管冷水・冷温水管冷水・冷温水管 　A(  )Ⅲ　A(  )Ⅲ　A(  )Ⅲ　A(  )Ⅲ　A(  )Ⅲ　A(  )Ⅲ　A(  )Ⅲ 　B(  )Ⅲ　B(  )Ⅲ　B(  )Ⅲ　B(  )Ⅲ　B(  )Ⅲ　B(  )Ⅲ　B(  )Ⅲ 　C1(  )Ⅲ　C1(  )Ⅲ　C1(  )Ⅲ　C1(  )Ⅲ　C1(  )Ⅲ　C1(  )Ⅲ　C1(  )Ⅲ 　D(  )Ⅲ　D(  )Ⅲ　D(  )Ⅲ　D(  )Ⅲ　D(  )Ⅲ　D(  )Ⅲ　D(  )Ⅲ  E2(  )Ⅲ E2(  )Ⅲ E2(  )Ⅲ E2(  )Ⅲ E2(  )Ⅲ E2(  )Ⅲ E2(  )Ⅲ

塗装・　塗装・　塗装・　塗装・　塗装・　塗装・　塗装・　

防食防食防食防食防食防食防食

表示表示表示表示表示表示表示

保温・　保温・　保温・　保温・　保温・　保温・　保温・　

防露防露防露防露防露防露防露

土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(ﾒｶ型継手共)及び特殊継手類はﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ巻きとする。

亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。亜鉛ﾒｯｷ面の塗装下地は化学処理(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏ)を施す。　　　　鋼管・鉛管のｺﾝｸﾘｰﾄ内配管にはﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きとする。

35353535353535

　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】

①①①①①①①

③③③③③③③
④④④④④④④
⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤
⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥
⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦
⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧
⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨
⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩
⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪
⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)

配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)

　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)
　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】

　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)

内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)

配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)

銅管【M】(JIS H 3300)銅管【M】(JIS H 3300)銅管【M】(JIS H 3300)銅管【M】(JIS H 3300)銅管【M】(JIS H 3300)銅管【M】(JIS H 3300)銅管【M】(JIS H 3300)
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外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)
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屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ 屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ 屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中 屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設 屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空場所場所場所場所場所場所場所 屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般屋内一般 屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ屋内ﾋﾟｯﾄ 屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ屋内ｺﾝｸﾘ 屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中屋内土中 屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設屋外埋設 屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空屋外架空場所場所場所場所場所場所場所工種工種工種工種工種工種工種 工種工種工種工種工種工種工種

給水(直圧)給水(直圧)給水(直圧)給水(直圧)給水(直圧)給水(直圧)給水(直圧)

給水(一般)給水(一般)給水(一般)給水(一般)給水(一般)給水(一般)給水(一般)
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ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)

冷媒用被覆銅管冷媒用被覆銅管冷媒用被覆銅管冷媒用被覆銅管冷媒用被覆銅管冷媒用被覆銅管冷媒用被覆銅管

塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】

鉛管(HASS 203)鉛管(HASS 203)鉛管(HASS 203)鉛管(HASS 203)鉛管(HASS 203)鉛管(HASS 203)鉛管(HASS 203)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)

卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)

耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】

排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)

水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)

排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)

排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)

ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)

耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JWWA K 144)

　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)

耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)

(ト)簡易耐熱保温筒20mm(ト)簡易耐熱保温筒20mm(ト)簡易耐熱保温筒20mm(ト)簡易耐熱保温筒20mm(ト)簡易耐熱保温筒20mm(ト)簡易耐熱保温筒20mm(ト)簡易耐熱保温筒20mm

(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm(ヘ)簡易耐熱保温筒10mm

(チ)冷媒用被覆銅管(チ)冷媒用被覆銅管(チ)冷媒用被覆銅管(チ)冷媒用被覆銅管(チ)冷媒用被覆銅管(チ)冷媒用被覆銅管(チ)冷媒用被覆銅管

耐 震 措 置耐 震 措 置耐 震 措 置耐 震 措 置耐 震 措 置耐 震 措 置耐 震 措 置 ｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通｢官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成８年度版｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）によることとし、施工は｢建築設備耐震設計・施工指針｣（国土交通

1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量)に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。　特記なき場合の設計用標準水平震度は次による。

完 成 図 の 提 出 方 法完 成 図 の 提 出 方 法完 成 図 の 提 出 方 法完 成 図 の 提 出 方 法完 成 図 の 提 出 方 法完 成 図 の 提 出 方 法完 成 図 の 提 出 方 法

技 能 士 の 適 用技 能 士 の 適 用技 能 士 の 適 用技 能 士 の 適 用技 能 士 の 適 用技 能 士 の 適 用技 能 士 の 適 用

建 設 副 産 物建 設 副 産 物建 設 副 産 物建 設 副 産 物建 設 副 産 物建 設 副 産 物建 設 副 産 物 ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)ｱｽﾌｧﾙﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ路盤は原則として再生品を使用する。　　　浄化槽・桝類の砂利地業は原則として再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝを使用する。(ｱｽﾌｧﾙﾄ再生品混じりは不可)

配管施工(配管工事)配管施工(配管工事)配管施工(配管工事)配管施工(配管工事)配管施工(配管工事)配管施工(配管工事)配管施工(配管工事) 熱絶縁施工(保温工事)熱絶縁施工(保温工事)熱絶縁施工(保温工事)熱絶縁施工(保温工事)熱絶縁施工(保温工事)熱絶縁施工(保温工事)熱絶縁施工(保温工事) 建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付)建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付)建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付)建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付)建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付)建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付)建築板金施工(ﾀﾞｸﾄ製作及び取付) 冷凍空気調和機器施工冷凍空気調和機器施工冷凍空気調和機器施工冷凍空気調和機器施工冷凍空気調和機器施工冷凍空気調和機器施工冷凍空気調和機器施工 その他－その他－その他－その他－その他－その他－その他－

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器

機 器機 器機 器機 器機 器機 器機 器

防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器

水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類

機 器機 器機 器機 器機 器機 器機 器

防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器

水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類

機 器機 器機 器機 器機 器機 器機 器

防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器防振機器

水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類水 槽 類

上層階上層階上層階上層階上層階上層階上層階

屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋

中層階中層階中層階中層階中層階中層階中層階

地階・1階地階・1階地階・1階地階・1階地階・1階地階・1階地階・1階

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

０．４０．４０．４０．４０．４０．４０．４

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所 重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器 重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設

　防災機器　防災機器　防災機器　防災機器　防災機器　防災機器　防災機器

　火を使用する機器　火を使用する機器　火を使用する機器　火を使用する機器　火を使用する機器　火を使用する機器　火を使用する機器

　タンク類　タンク類　タンク類　タンク類　タンク類　タンク類　タンク類

　消火設備機器　消火設備機器　消火設備機器　消火設備機器　消火設備機器　消火設備機器　消火設備機器

CADデータをCD-Rに保存して提出。CADデータをCD-Rに保存して提出。CADデータをCD-Rに保存して提出。CADデータをCD-Rに保存して提出。CADデータをCD-Rに保存して提出。CADデータをCD-Rに保存して提出。CADデータをCD-Rに保存して提出。 画像データ(PDF形式)画像データ(PDF形式)画像データ(PDF形式)画像データ(PDF形式)画像データ(PDF形式)画像データ(PDF形式)画像データ(PDF形式) ２ツ折りＡ３版製本 １部２ツ折りＡ３版製本 １部２ツ折りＡ３版製本 １部２ツ折りＡ３版製本 １部２ツ折りＡ３版製本 １部２ツ折りＡ３版製本 １部２ツ折りＡ３版製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部Ａ４版黒表紙金文字製本 １部

2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。2)設計用鉛直地震力は設計水平地震力の１／２とする。

共住区画の消防検査受検必要共住区画の消防検査受検必要共住区画の消防検査受検必要共住区画の消防検査受検必要共住区画の消防検査受検必要共住区画の消防検査受検必要共住区画の消防検査受検必要

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

はつり・非破壊検査はつり・非破壊検査はつり・非破壊検査はつり・非破壊検査はつり・非破壊検査はつり・非破壊検査はつり・非破壊検査

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。

(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ(リ)SUSﾗｯｷﾝｸﾞ

(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ヌ)ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ル)ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。空調室外機には、設置年月を書いたカッティングシートを貼る。

一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。配 管 の 支 持配 管 の 支 持配 管 の 支 持配 管 の 支 持配 管 の 支 持配 管 の 支 持配 管 の 支 持

適 用 仕 様適 用 仕 様適 用 仕 様適 用 仕 様適 用 仕 様適 用 仕 様適 用 仕 様

ス リ ー ブス リ ー ブス リ ー ブス リ ー ブス リ ー ブス リ ー ブス リ ー ブ

機 器 類機 器 類機 器 類機 器 類機 器 類機 器 類機 器 類 メーカー仕様メーカー仕様メーカー仕様メーカー仕様メーカー仕様メーカー仕様メーカー仕様

国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様

国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様国土交通省仕様

（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方　建築設備編」

機 器 の 固 定機 器 の 固 定機 器 の 固 定機 器 の 固 定機 器 の 固 定機 器 の 固 定機 器 の 固 定 機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。機器固定ﾅｯﾄはﾛｯｸﾅｯﾄ又は2重ﾅｯﾄとする。

総 合 調 整総 合 調 整総 合 調 整総 合 調 整総 合 調 整総 合 調 整総 合 調 整 下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）下記項目の総合調整を行い、測定表を監督職員に提出する。（測定場所等は監督職員の指示による。）

・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定・風量調整　　・水量調整　　・室内外空気の温室度の測定　　・騒音の測定　　・室内気流及びじんあいの測定　　・飲料水の水質の測定

ガラりガラりガラりガラりガラりガラりガラり 点検口点検口点検口点検口点検口点検口点検口スリーブ、箱入れの補強筋スリーブ、箱入れの補強筋スリーブ、箱入れの補強筋スリーブ、箱入れの補強筋スリーブ、箱入れの補強筋スリーブ、箱入れの補強筋スリーブ、箱入れの補強筋

プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫天井および壁貫通に対する下地補強天井および壁貫通に対する下地補強天井および壁貫通に対する下地補強天井および壁貫通に対する下地補強天井および壁貫通に対する下地補強天井および壁貫通に対する下地補強天井および壁貫通に対する下地補強

別 途 工 事別 途 工 事別 途 工 事別 途 工 事別 途 工 事別 途 工 事別 途 工 事
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屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。屋外及びﾋﾟｯﾄ内配管の支持金物・吊り金物はSUS製又は亜鉛ﾄﾞﾌﾞ漬とする。屋内外露出部には既製品支持架台は使用しない。

機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。機械室、PSの配管には流体種別・流れ方向を明示し、弁には常時開閉を記入したｱｸﾘﾙ札を取付ける。

排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。排水以外の屋外埋設管には曲・分岐部その他埋設管の位置が確認できるように表示鋲(柱)を取付ける。

配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)配管の埋戻し時は、GL-200mm程度に埋設表示用ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟを埋設する。(排水・通気管を除く)

ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)ﾊﾞﾙﾌﾞBOX内部に系統名・管ｻｲｽﾞ・設置年月を書いたｱｸﾘﾙ札を入れる。(制水弁はﾊﾝﾄﾞﾙを納入)

②②②②②②②

冷 媒冷 媒冷 媒冷 媒冷 媒冷 媒冷 媒

ド レ ンド レ ンド レ ンド レ ンド レ ンド レ ンド レ ン

戸 数戸 数戸 数戸 数戸 数戸 数戸 数

省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修　2014年版）による。

ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)

保温付ドレンパイプ保温付ドレンパイプ保温付ドレンパイプ保温付ドレンパイプ保温付ドレンパイプ保温付ドレンパイプ保温付ドレンパイプ

　c2(　)Ⅶ　c2(　)Ⅶ　c2(　)Ⅶ　c2(　)Ⅶ　c2(　)Ⅶ　c2(　)Ⅶ　c2(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ　a(　)Ⅶ

(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。

排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。排ガス監視装置を要す。

15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」15kg以上の給湯器を設置する場合は、「構造設置基準：告示1447号の基準に適合させる。」

機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書機 　 械 　 設 　 備 　 特   記   仕   様   書

１１１１１１１

27272727272727

　（二）　（二）　（二）　（二）　（二）　（二）　（二） 　（二）　（二）　（二）　（二）　（二）　（二）　（二） 　（二）　（二）　（二）　（二）　（二）　（二）　（二） (―)(―)(―)(―)(―)(―)(―) e2(　)Ⅶ e2(　)Ⅶ e2(　)Ⅶ e2(　)Ⅶ e2(　)Ⅶ e2(　)Ⅶ e2(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ　b(　)Ⅶ

令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事
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SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小） 一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　 岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣

令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事
1/601/601/601/601/601/601/60

改修前改修前改修前改修前改修前改修前改修前

【改修前】機械設備　1階平面図【改修前】機械設備　1階平面図【改修前】機械設備　1階平面図【改修前】機械設備　1階平面図【改修前】機械設備　1階平面図【改修前】機械設備　1階平面図【改修前】機械設備　1階平面図

M - 02M - 02M - 02M - 02M - 02M - 02M - 02

1階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：60

プレイルームプレイルームプレイルームプレイルームプレイルームプレイルームプレイルーム

教室教室教室教室教室教室教室 教室（中）教室（中）教室（中）教室（中）教室（中）教室（中）教室（中） 教室（小）教室（小）教室（小）教室（小）教室（小）教室（小）教室（小） 教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

床：畳撤去床：畳撤去床：畳撤去床：畳撤去床：畳撤去床：畳撤去床：畳撤去

CH2630CH2630CH2630CH2630CH2630CH2630CH2630

CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430
廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

CH2580CH2580CH2580CH2580CH2580CH2580CH2580 CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650 CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650 CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430 CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430

CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430 CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430

CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台
撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台
撤去撤去撤去撤去撤去撤去撤去

※）斜線部分撤去※）斜線部分撤去※）斜線部分撤去※）斜線部分撤去※）斜線部分撤去※）斜線部分撤去※）斜線部分撤去
※）処分は建築工事※）処分は建築工事※）処分は建築工事※）処分は建築工事※）処分は建築工事※）処分は建築工事※）処分は建築工事
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FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)
既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)FDCVP505HK(三菱重工)

FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)
FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)

20202020202020

20202020202020

器具名器具名器具名器具名器具名器具名器具名 数量数量数量数量数量数量数量

洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台洗面化粧台 １１１１１１１ Ｗ７５０Ｗ７５０Ｗ７５０Ｗ７５０Ｗ７５０Ｗ７５０Ｗ７５０

化粧キャビネット化粧キャビネット化粧キャビネット化粧キャビネット化粧キャビネット化粧キャビネット化粧キャビネット １１１１１１１ 一面鏡一面鏡一面鏡一面鏡一面鏡一面鏡一面鏡

撤去器具撤去器具撤去器具撤去器具撤去器具撤去器具撤去器具

※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）※）斜線部分撤去（給排水配管切り離し）

32.502ｍ232.502ｍ232.502ｍ232.502ｍ232.502ｍ232.502ｍ232.502ｍ2
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φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7) φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)
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DRAWN   BYDRAWN   BYDRAWN   BYDRAWN   BYDRAWN   BYDRAWN   BYDRAWN   BYCHECKED  BYCHECKED  BYCHECKED  BYCHECKED  BYCHECKED  BYCHECKED  BYCHECKED  BY
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SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名

scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小）scale = A2：100％（A3：70％縮小） 一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　一級建築士大臣登録第292355号　 岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣岡 田 良 嗣

1/601/601/601/601/601/601/60
令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事令和7年度　学びの多様化学校分教室改修工事

改修後改修後改修後改修後改修後改修後改修後

【改修後】機械設備　1階平面図【改修後】機械設備　1階平面図【改修後】機械設備　1階平面図【改修後】機械設備　1階平面図【改修後】機械設備　1階平面図【改修後】機械設備　1階平面図【改修後】機械設備　1階平面図

M - 03M - 03M - 03M - 03M - 03M - 03M - 03

プレイルームプレイルームプレイルームプレイルームプレイルームプレイルームプレイルーム

教室教室教室教室教室教室教室

教室（中）教室（中）教室（中）教室（中）教室（中）教室（中）教室（中） 教室（小）教室（小）教室（小）教室（小）教室（小）教室（小）教室（小） 教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室教育相談室

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

相談室相談室相談室相談室相談室相談室相談室

CH2630CH2630CH2630CH2630CH2630CH2630CH2630

CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430
廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

CH2580CH2580CH2580CH2580CH2580CH2580CH2580 CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650 CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650 CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430 CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430

CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430 CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430CH2430

CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650CH2650

手洗器手洗器手洗器手洗器手洗器手洗器手洗器
新設新設新設新設新設新設新設

手洗器手洗器手洗器手洗器手洗器手洗器手洗器
新設新設新設新設新設新設新設

新設新設新設新設新設新設新設
手洗器×２手洗器×２手洗器×２手洗器×２手洗器×２手洗器×２手洗器×２

1階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：601階平面図　S=1：60

※）点線部分は既存とする※）点線部分は既存とする※）点線部分は既存とする※）点線部分は既存とする※）点線部分は既存とする※）点線部分は既存とする※）点線部分は既存とする
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20（天井内）20（天井内）20（天井内）20（天井内）20（天井内）20（天井内）20（天井内）

腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通
ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切
φ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔ

腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通
ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ切
φ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔφ100-200ｔ

腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通腰壁貫通
既存開口部利用既存開口部利用既存開口部利用既存開口部利用既存開口部利用既存開口部利用既存開口部利用
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既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存空調室外機移設既存のまま既存のまま既存のまま既存のまま既存のまま既存のまま既存のまま
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新
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管
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新
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FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工) FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)FDEZP565S(三菱重工)

既存給水管分岐既存給水管分岐既存給水管分岐既存給水管分岐既存給水管分岐既存給水管分岐既存給水管分岐

既存給水管接続既存給水管接続既存給水管接続既存給水管接続既存給水管接続既存給水管接続既存給水管接続

既存排水管接続既存排水管接続既存排水管接続既存排水管接続既存排水管接続既存排水管接続既存排水管接続

20202020202020

床溝斫り床溝斫り床溝斫り床溝斫り床溝斫り床溝斫り床溝斫り
モルタル復旧モルタル復旧モルタル復旧モルタル復旧モルタル復旧モルタル復旧モルタル復旧
床仕上げは建築工事床仕上げは建築工事床仕上げは建築工事床仕上げは建築工事床仕上げは建築工事床仕上げは建築工事床仕上げは建築工事

20202020202020

器具名器具名器具名器具名器具名器具名器具名 数量数量数量数量数量数量数量 参考品番参考品番参考品番参考品番参考品番参考品番参考品番

２２２２２２２

２２２２２２２

(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)(壁掛洗面器、自動水栓(単水栓)、壁排水)

YM3045F（300×450）YM3045F（300×450）YM3045F（300×450）YM3045F（300×450）YM3045F（300×450）YM3045F（300×450）YM3045F（300×450）化粧鏡（耐食）化粧鏡（耐食）化粧鏡（耐食）化粧鏡（耐食）化粧鏡（耐食）化粧鏡（耐食）化粧鏡（耐食）

壁掛洗面器壁掛洗面器壁掛洗面器壁掛洗面器壁掛洗面器壁掛洗面器壁掛洗面器

他付属品共とする。他付属品共とする。他付属品共とする。他付属品共とする。他付属品共とする。他付属品共とする。他付属品共とする。

L250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250DL250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250DL250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250DL250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250DL250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250DL250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250DL250C,TLE28SS1W,TLDP2105JA,TL250D

※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）※）点線部分　既存（給排水配管既存接続）

9.984ｍ29.984ｍ29.984ｍ29.984ｍ29.984ｍ29.984ｍ29.984ｍ2
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φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7) φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7)φ25,(φ6.4/12.7) φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ6.4/9.5)φ25,(φ9.5/15.9)φ25,(φ9.5/15.9)φ25,(φ9.5/15.9)φ25,(φ9.5/15.9)φ25,(φ9.5/15.9)φ25,(φ9.5/15.9)φ25,(φ9.5/15.9)

数量数量数量数量数量数量数量
冷房能力冷房能力冷房能力冷房能力冷房能力冷房能力冷房能力

(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)

暖房能力暖房能力暖房能力暖房能力暖房能力暖房能力暖房能力

(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)

消費電力消費電力消費電力消費電力消費電力消費電力消費電力

冷房時(ｋW)冷房時(ｋW)冷房時(ｋW)冷房時(ｋW)冷房時(ｋW)冷房時(ｋW)冷房時(ｋW) 暖房時(ｋW)暖房時(ｋW)暖房時(ｋW)暖房時(ｋW)暖房時(ｋW)暖房時(ｋW)暖房時(ｋW)

圧縮機出力圧縮機出力圧縮機出力圧縮機出力圧縮機出力圧縮機出力圧縮機出力

(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)(ｋW)

2.22.22.22.22.22.22.2 2.52.52.52.52.52.52.5 0.4250.4250.4250.4250.4250.4250.425 0.4650.4650.4650.4650.4650.4650.465 0.6000.6000.6000.6000.6000.6000.600

室外機電源室外機電源室外機電源室外機電源室外機電源室外機電源室外機電源

単相100V単相100V単相100V単相100V単相100V単相100V単相100V
室内機電源室内機電源室内機電源室内機電源室内機電源室内機電源室内機電源

１１１１１１１

１１１１１１１

単相200V単相200V単相200V単相200V単相200V単相200V単相200V
7.17.17.17.17.17.17.1 8.08.08.08.08.08.08.0 2.0802.0802.0802.0802.0802.0802.080 2.4302.4302.4302.4302.4302.4302.430 1.6001.6001.6001.6001.6001.6001.600

型式型式型式型式型式型式型式

天吊形天吊形天吊形天吊形天吊形天吊形天吊形

壁掛形壁掛形壁掛形壁掛形壁掛形壁掛形壁掛形

記号記号記号記号記号記号記号

空調機器表空調機器表空調機器表空調機器表空調機器表空調機器表空調機器表

ACP-1ACP-1ACP-1ACP-1ACP-1ACP-1ACP-1

ACR-1ACR-1ACR-1ACR-1ACR-1ACR-1ACR-1

機器名機器名機器名機器名機器名機器名機器名

空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP

空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP空冷HP
パッケージエアコンパッケージエアコンパッケージエアコンパッケージエアコンパッケージエアコンパッケージエアコンパッケージエアコン

ルームエアコンルームエアコンルームエアコンルームエアコンルームエアコンルームエアコンルームエアコン

30A30A30A30A30A30A30A

15A15A15A15A15A15A15A
ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、他附属品共

備考備考備考備考備考備考備考

冷媒：φ6.35/9.52冷媒：φ6.35/9.52冷媒：φ6.35/9.52冷媒：φ6.35/9.52冷媒：φ6.35/9.52冷媒：φ6.35/9.52冷媒：φ6.35/9.52

冷媒：φ9.5/15.88冷媒：φ9.5/15.88冷媒：φ9.5/15.88冷媒：φ9.5/15.88冷媒：φ9.5/15.88冷媒：φ9.5/15.88冷媒：φ9.5/15.88

電源電源電源電源電源電源電源

冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。冷媒配管はﾍﾟｱｺｲﾙとする。

冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。冷媒配管は 配管長さに注意して施工すること。

渡り配線は本工事渡り配線は本工事渡り配線は本工事渡り配線は本工事渡り配線は本工事渡り配線は本工事渡り配線は本工事

各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）各機器への一次側電源工事 は別途（電気設備工事）

冷媒追加充填、試運転調整を含む。冷媒追加充填、試運転調整を含む。冷媒追加充填、試運転調整を含む。冷媒追加充填、試運転調整を含む。冷媒追加充填、試運転調整を含む。冷媒追加充填、試運転調整を含む。冷媒追加充填、試運転調整を含む。

室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。室内機のパネル・グリル色は 現場にて係員と打合せの上 決定すること。

使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。使用する各機器の承認図 を係員に提出し承認を得ること。

電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。電気容量は参考値とし、機器の能力は記載数値以上とする。 ドレン配管ドレン配管ドレン配管ドレン配管ドレン配管ドレン配管ドレン配管

保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）保温材付ドレンパイプ（ＶＰ＋化学架橋30倍発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ）

水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）水道用硬質塩化ＶＰ（ＪＩＳ・Ｋ・６７４２）

（屋内隠ぺい・露出）（屋内隠ぺい・露出）（屋内隠ぺい・露出）（屋内隠ぺい・露出）（屋内隠ぺい・露出）（屋内隠ぺい・露出）（屋内隠ぺい・露出）

（屋外露出・埋設）（屋外露出・埋設）（屋外露出・埋設）（屋外露出・埋設）（屋外露出・埋設）（屋外露出・埋設）（屋外露出・埋設）

屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。屋内外露出部は 保温上 スリムダクト仕上げとする。

室外機には転倒防止金具取付のこと。室外機には転倒防止金具取付のこと。室外機には転倒防止金具取付のこと。室外機には転倒防止金具取付のこと。室外機には転倒防止金具取付のこと。室外機には転倒防止金具取付のこと。室外機には転倒防止金具取付のこと。 屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。屋外部に使用する金具類は ＳＵＳ製とすること。

室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。室外機基礎はコンクリートブロック＋防振ゴムマット敷とする。

外壁貫通部は止水処理を行う。外壁貫通部は止水処理を行う。外壁貫通部は止水処理を行う。外壁貫通部は止水処理を行う。外壁貫通部は止水処理を行う。外壁貫通部は止水処理を行う。外壁貫通部は止水処理を行う。

ACPACPACPACPACPACPACP
１１１１１１１

ACRACRACRACRACRACRACR
１１１１１１１
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